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ご 注意 
1 ) 本 製品 お よび 本 書 は 出 ア イ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 の 著作 物 で す . 
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し た が っ て , 本 製品 お よび 本 書 の 一 部 また は , 全部 を 無断 で 複製 , 複写 , 転載 , 改変 
する こと は 法律 で 禁じ られ て いま す . 

本 製品 お よび 本 書 の 内 容 に つい て は , 改良 の た め に 予告 な く 変更 する こと が あり ます . 
本 製品 お よび 本 婦 の 内 容 に つい て , 不審 な 点 や お 気づき の 点 が ご ざい まし た ら , 帆 ア 
イ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 サポ ー ト セン ター まで ご 連絡 くだ さい . 

本 製品 を 運用 し た 結果 の 他 へ の 影響 に つい て は , 上 記 に か か わら ず 責 任 は 負い か ね ま 
す の で , ご 了承 くだ さい . 

本 製品 は 「 外 国 為替 及び 外国 貿易 管理 法 」 の 規定 に より 戦略 物資 等 輸出 規制 製品 に 該 
当 し ます . 

し た が っ つて, 国外 に 持ち 出す 場合 に は , 必ず 日 本 国政 府 の 輸出 許可 申請 な ど 必 要 な 手 
続き を お 取り くだ さい . 


MS, MS-DOS は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 で す . 
Windows は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 商標 で す . 

MEGDOS は 株 式 会 社 エ ス ・ ピ ー・ エ ス の 登録 商標 で す . 

MEMORY SERVER は 株 式 会 社 ア イ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 の 商標 で す . 
その 他 , 一 般 に 会 社名 , 製品 名 は 各社 の 商標 また は 登録 商標 で す 
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1.1. 98NT.SYS 


も だ パパ イス お だ 潤 W、 届 学 本 りり ファ レン ス 


1.1. PI0-98NT 補 助 ド ライ バ (98NT. SYS) 


人 @ 検 能 
PI0-98NT の 拡張 ウィ イン ドウ を 初期 化す る ドラ イ バ で す . 
必ず , この ドラ イ バ を CONFIG. SYS の 先頭 に デバ イス 登録 し て くだ さい . 


@ 書 式 
DEVICE=98NT.SYS 


人 @ 設 定例 
DEVICE=98NT. SYS 


解説 
常駐 量 は 0 で す . 


1.2. BEX.COM 


1.2. DOS バ ッ フ ァ 拡 張 コ マン ド (BEX. COM) 


@ 歓 能 
UMB エ リア を 利用 し , DO0S バ ッ フ ァ 領 域 を 拡張 し ます . 
@ 書 式 
BEX [オプ ショ ン ] 
@ オ プシ ョ ン 
/Add 拡張 する D0S5 バ ッ フ ァ 領 域 の 数 の 指定 
dd= 拡 張 す る バッ ファ 数 を 10 進 数 で 指定 し ます . 
/D 拡張 し た 00S バ ッ フ ァ 領 域 の 開放 
"/A" オ プシ ョ ン で 拡張 し た バッ ファ 領域 を 開放 し ます . 
/I DOS バ ッ フ ァ 領 域 の ステ ー タ ス 表 示 
DO0S バ ッ フ ァ 領 域 の 現在 の 使用 状況 た 表示 し ます . 
/Sdd UMB 上 の DO0S バ ッ フ ァ 領 域 数 を 変更 
この オプ ショ ン は MS-DOS5.0 合 用 時 の み 有 効 で す . 
@ 注 意 事項 


・UMB エ リア が 不足 し て いる 場合 は 使用 で きま せん . 
"LUMB /1" ま た は "MSTAT /U" で UMB エ リア を 確認 し て くだ さい . 
・UMB エ リア に バッ ファ 領域 を 確保 する 場合 は , あら か じ め EMM4J. SYS/VMM386.SYS の デ 
バイ ス 登 録 で UMB エ リア を 確保 し て お いて くだ さい . 
・UMB エ リア が 連続 し て いな い 場 合 は , BEX を 数 回 実行 し て バッ ファ 領域 を 確保 し て くだ 
き %。 
・MS-DOS5.0 で は 以下 の 制限 が あり ます . 
?/D" オ プシ ョ ン は 使用 で きま せん . その 場合 は , "/S" オ プシ ョ ン を 使用 し て バッ フ 
ァ 領 域 サ イズ を 調整 し て くだ さい . 
バッ ファ 領域 サイ ズ が 64K バ イト を 超え た 場合, 超え だ 容量 は 切り 捨て られ ます . 
"/A" オ プシ ョ ン で 2 回 以上 実行 し て も DO0S バ ッ フ ァ 領 域 は 確保 で き な い 場合 が あり ま 
す . 


人 @ 使 用 例 
A>BEX /A20 回 
A>BEX /! 回 
A>BEX /S10 図 


1.3. BMS.SYS 


1.3. バン ク メ モ リマ ネー ジャ (BMS. SYS ) 


人 @ 機能 


I・0 バ ソン ク メモ リ 用 の メモ リマ ネー ジャ で す 。 
I・0 バ ンク メモ リ 管 理 仕様 「BMS」 に 準拠 し て いま す . 


@ 書 式 


DEVICE=BMS. SYS [オプ ショ ン ] 


@ オ プシ ョ ン 
/R プロ テク トメ モリ を BMS 対 象 メ モリ と する 
/X=xx プロ テク トメ モリ の アド レス 指定 
xx= ア ドレ ス 上 位 2 バ イト を 指定 し ます . 
指定 され た アド レス 以降 の プロ テク トメ モリ を BMS 対 象 メ モリ と し ます . 
"/R" オ プシ ョ ン と 併用 時 の み 有 効 で す . 
/E 180286 の 機種 で HMA を 使用 する 場合 に 指定 し て くだ さい . 
久 解 説 


BMS. SYS に より 管理 で きる メモ リ は 以下 の と お り で す . 
I・0 バ ンク : PIO-9234/G/P, PI0-9X34/P, PIO0-PC34E/H/HX/SL/F/FX/N, PC34R 
他社 , 同一 機能 品 


gi 回 ド メモ り ( 和 7 


PI0-9234P(*2),PIO-9X34P(#2), 

PIO0-PC34H/HX/SL/F/FX/N 

PC34R 

PC-9801-51/52/53/53L 
PC-9801ES/US/UX/FX/RS/DS/FS/RA/DA/FA, PC-98/XL*/RL 標 準 
実装 1Mbytes 

PIO-RA34, ES34, RL34, RS134, RA134(*3),PIO-DA134, DS134, 
FA34, FS34, 98T34, ML34, BA34, MC34 
PC-9801RA-01/11(#3),PC-9801ES-01, PC-9801RS-01, 
PC-98RL-01/01L, PC-9801T-01/11, PC-9801DA-01, 
PC-9801DS-01, PC-9801FA-01, PC-9801FS-01 

他社 , 同一 機能 の も の 


1.3. BMS. SYS 


(#1) 拡 張 ス ロッ ト に 増設 する タイ プ の ボー ド は ハイ レゾ リュ ーション モー ド で も 使 
用 可能 な も の に 限り ます . 
以下 の メモ リ は 使用 で きま せん . 
PC-286/386/4860 シ リー ズ の 内 部 増設 メモ リ 
PC-386/486 シ リー ズ の 標準 実装 プロ テク トメ モリ 
PC-9801LX-01, PC-9801LS-02/02L 
PC-9801EX-01, PC-9801RX-01 
(#2)PI0-9234P, 9X34/P は ボー ド 上 の ディ ッ ブ スイ ッ チ SW2-6 を OFF に し て くだ さい . 
(#3)PC-9801RA-11, PI0-RA134 は バ ソ コン 本 体 の クロ ッ ク が 20MHz 時 は 使用 で きま せん . 
パソ コン 本 体 の クロ ッ ク が 16MHz 時 は 使用 で きま す . 


人 @ 設 定例 
DEVICE=BMS. SYS 
DEVICE=BMS. SYS /R /X=20 


1.4. BNKDRV. SYS 


1.4. バン ク ド ラ イ バ C(BNKDRV. SYS) 


人 @ 機 能 
日 本 語 FEP を バン ク メ モ リ に ロー ド し ます . 
その 結果 メイ ン メ モリ の 空き 領域 が 拡大 し ます . 


@ 書 式 
DEVICE=BNKDRV. SYS [オブ プ ション] 


象 オ プシ ョ ン 
/[filename] パラ メー タフ ァイル 名 の 指定 
CONFIG. SYS の 日 本 語 FEP デ バイ ス 行 が その まま , パラ メー タフ ァ イ 
ル の 内 容 と な り ま す . 


パラ メー タフ ァイル 内 容 例 : DEVICE=ATOK7A. SYS 
DEVICE=ATOK7B. SYS 

/=K MS-Quick BASIC/C 使 用 時 に 指定 する 
VJE-Pen を 使用 し て いる 場合 は 指定 し て は いけ ませ ん . 


@ 解 説 

サポ ー ト し て いる 日 本 語 FEP は 以下 の と お り で す . 
ATOK6 ver1.20 以 上 , ATOK7 : 幅 ジ ヤス トシ ステ ム 
VJE- qa ver1.10 以 上 : 帽 バ ックス 
VJE- > ver1.10 以 上 : 由 バ ックス / 費 アス キー 
VJE- B ver1.20 以 上 : 帽 バ ックス / 帆 アス キー 
松茸 86/Ver2/Ver3  : 由 管 理工 学研 究 所 
FIXER ver3,。 Ver4.2 : シテ イィ ソフ ト 帽 
刀 /Ver2 : 内 サム シン ググ ッ ド 
ACE/Ver2 : 則 大 塚 商 会 
DFJ(*) : 山 デ ジタル ファ ー ム 
NEC 文 節 , 連 文 節 , 逐次 , AI 変換 辞書 : 日 本 電気 帆 
(*) :DFJ は P1.EXE/plus 付 属 version 以 降 に 限り ます . 


1.4. BNKDRV. SYS 


人 @ 注 意 

・MS-DOS5.0 で は 使用 で きま せん . 

・ ア プリ ケー ショ ン の 中 に は バン ク ド ラ イ バ と 併用 する と , 動作 に 制限 が で だ り , 動作 
し な いも の が あり ます . この 場合 は バン ク ド ラ イ バ を お 使い に な ら な いで くだ さい . 
動作 し な い ア プリ ケー ショ ン に は 以下 の も の が あげ られ ます . 

一 太郎 ver3 

8 5 に 

JUST-WINDOW 上 で 動作 する アプリケ ーション (一 太郎 ver4, 花子 ver2, が たろう) 
P1.EXE/plus 

な ど 

・MS-Quick C で 使用 され る 場合 , 統合 環境 か ら の 実行 時 に バン クエ リア に ハー ド 割 り 込 
み の ル ー チ ン が ある 場合 は , 正常 に 動作 し な いこ と が あり ます の で ご 注意 くだ さい . 

・FIXER4 で バン ク ド ラ イ バ を 使用 する 場合 は , FIXER4 の 辞書 バッ ファ の 数 を "18" ま だ は , 
"19" に 設定 し て くだ さい . 


人 @ 設 定例 
DEVICE=BNKDRV.SYS /BNKDRV.DAT 
DEVICE=BNKDRV.SYS /ATOK7.PRA 


1.5. BSET.EXE 


1.5. メモ リボ ー ド 設定 ユー ティ リティ (BSET. EXE) 


人 検 能 
当社 製 メ モリ ボー ド 設 定 ユ コー ティ リ テ ィ で す . 
メモ リボ ー ド の スイ ッ チ 設定 を 表示 し ます . 
すでに 実装 され て いる メモ リボ ー ド の スイ ッ チ を 変更 する も の で は あり ませ ん . 


@ 書 式 
BSET 


念 解説 

以下 に 示す 当社 製 メ モリ ボー ド は スイ ッ チ 設定 が 必要 あり ませ ん 

付属 マヤ マニュアル に し た が い ,。 その まま 実装 し て くだ さい 、. 
PI0-RA34, PIO-ES34, PI0-RL34, PI0-RA134, PIO-RS134, PIO-DA134,PI0-DS134, PIO-CS134 
PIO-EX134/S, EP-SIM, PI0-SIM61, PIO-EX34/F, EX34F, PI0-98T34, PI0-98H34, 98HS, 98HSE 
98FCS,FA34, FS34, ML34, BA34, MC34, PI0-98NT, EP-NTB 

当社 製 以外 の メモ リボ ー ド は , 一 切 サ ポー ト し て お り ま せん . 

また , PC34R は 専用 の 設定 プロ グラ ム RSETUP. EXE で 設定 し て くだ さい . 

BSET を 実行 する 際 は , アプ リケーション 等 で 拡張 メモ リ が 一 切 使用 され て な い 状 態 で 行 

NONGEISWSi き 1: 


1.6. CMCOPY.COM 


1.6. 日 付 / 時 刻 比較 コピ ー コ マン ド C(CMCOPY.COM) 


人 @ 歓 能 
ファ イル の 日 付 , 時 刻 を 比較 し , 更新 され て いる ファ イル だ け コ ピー し ます . 


@ 書 式 
CMCOPY < コピ ー 元 > < コピ ー 先 > [オプ ショ ン ] 


@ オ プシ ョ ン 
/V ベリ ファ イコ ピー を し ます . 


人 @ 注 意 
MS-D0S の COPY コ マン ド と 違い ドラ イブ 名 , ディ レク トリ 名 だ け 指 定 し て あつ て も コピ ー 
は し ませ ん . 
必ず , ファ イル 名 まだ た は, ワイ ルド カー ド の 指定 が 必要 で す . 
まだ , 同一 ドラ イブ 上 の コピ ー ニ は で きま せん . 


人 設定 例 
A>CMCOPY D:\DATA\*.BUN B: /V 回 
A>CMCOPY B:\DATA\*. JSW C: 回 


1.7. CTRL.EXE 


1.7. CON デ バイ スモ ー ド 切り 替え (CTRL. EXE ) 


人 機能 
CON デ バイ ス の モー ド (RAW, COOKED) を 切り 替え る コマ ンド で す . 
人 @ 書 式 
CTRL [オプション] 
人 @ オ プシ ョ ン 
F 高速 モー ド (RAW) 
N 低速 モー ド (COOKED) 
信 解 説 


バン ク ド ラ イ バ を 使用 する と , コン ソー ルス ピー ド ( テ キス ト 画 面 の 表示 速度 ) が 低下 し 
ます . その 時 は この CTRL.EXE を 使用 する こと に コン ソー ルス ピー ド を ある 程度 向上 させ 
る こと が で きま す . 


念 注意 
・CTRL.EXE の 高速 モー ド 使 用 時 は , [CTRL]+[S], [CTRL]+[C] な ど が 使用 で き な く な っ 
たり, 動作 し な い ア プリ ケー ショ ン が あり ます の で ご 注意 くだ さい . 
・MS-DOS5.0 で は 使用 で きま せん . 


人 @ 設 定例 
A>CTRL F 回 
A>CTRL S 回 


1.8. DC10.EXE 


1.86. ディ スク キャ ッシュ ドラ イ バ C(DC10.EXE) 


人 @ 歓 能 

各種 メモ リ に 対応 し た ディ スク キャ ヤッ シュド ライ バ で す . 

ディ スク キャ ッシュ は 拡張 メモ リ 上 に キャ ヤッ シュ バッ ファ を 設け , その バッ ファ に デ 
ィ ス ク か ら 読 ん だ デー タ を 貯め て お き , 再度 同じ デー タ が 読み 出さ れ だ 場合 は , ディ ス 
ク が か ら で は な く キ ャ ヤッ シコ バッ ファ か が から 読み ます . これ に より ディ スク の レス ポン ス を 
向上 させ ます . 

XMS で 提供 され る メモ リ を 対象 と し だ 場合 は Windows 上 で も 使用 で きま す . 

ディ スク キャ ッシュ と し て 使用 する 場合 は , 書式 1 に し た が い CONFIG. SYS に デバ イス 登 
録 し ます . 

コマ ンド ライ ン よ り 実 行 し た 場合 は , ディ スク キャ ッシュ の コン トロ ー ラ と し て 機能 し 
ます . その 際 , オブ ショ ン を 省略 する と , キャ ヤッ シュ バッ ファ の 使用 率 , キャ ッシュ の 
ヒッ ト 率 な ど を 表示 し ます . 


@ 書 式 1 
ディ スク キャ ッシュ と し て CONFIG. SYS に デバ イス 登録 する 場合 の 書式 で す . 
DEVICE=DC10.EXE [バッ ファ サイ ズ ] [ドラ イブ 名 ] [オブ ショ ン 1] [オブ ショ ン 2] 


人 @ 書 式 2 
コン トロ ー ラ と し て コマ ンド ライ ン か ら 実 行 す る 場合 の 書式 指定 で す . 
DC10 [ドラ イブ 名 ] [オプ ショ ン 2] [オプ ショ ン 3] 


但 バ ッ フ ァ サ イズ 
キャ ヤッ シュ バッ ファ の サイ ズ を 指定 し ます . 
10 進 数 256 ン 16384 の 範囲 で 128K バ イト 単位 で 指定 し て くだ さい . 
省略 する こと は で きま せん . 省略 する と エラ ー に な り ま す . 


人 @ ド ライ ブ 名 

キャ ッ シ ン グ 対 象 の ドラ イブ を 指定 し ます . 

複数 ドラ イブ を 指定 する 場合 は 空白 で 区 切っ て くだ さい . 

ドラ イブ 名 が 省略 され だ 場合 は ハー ド デ ィ スク ドラ イブ が 対象 と な り ま す . 
20D(720K バ イト , 640K バ イト ) 専 用 ドラ イブ は サポ ー ト し て いま せん . 


1.8. DC10.EXE 


@$ オ プシ ョ ン 1 
ヤヤ 対象 メ モリ 指定 (/E. /X. /B) 
/E キャ ッシュ バッ ファ と し て EMS で 提供 され る メモ リ を 使用 する 
/X * キヤ ッシュ バッ ファ と し て XMS で 提供 され る メモ リ (EMB) を 使用 する 
(デフ ォ ル ト ) 
/B キャ ッシュ バッ ファ と し て BMS で 提供 され る メモ リ を 合用 する 


/E, /B, /X は どれ か 1 つ を 指定 し て くだ さい . 複数 指定 する こと は で きま せん . 
省略 し た 場合 は , XMS で 提供 され る メモ リ (EMB) を 使用 し ます . 


ヤ デ ィ ス クレ スポ ンス を 向上 させ る 指定 (/R, /NR) 
・ 先 読み 制御 の 指定 
/R * 先読み バッ ファ を 使用 する (デフ オォ ルト ) 
/NR 先読み バッ ファ を 使用 し な い 
連続 し た デー タ の 読み 出し が 高速 に な り ま す . 
先読み バッ ファ を 使用 する と , メイ ン メ モリ 常駐 量 が 最大 7K バ イト 増え ます . 


ヤ Windows で の 指定 (/W) 
/W=ddd Windows 使 用 時 の キヤ ッシュ サイ ズ の 指定 
キャ ッシュ バッ ファ に XMS で 提供 され る メモ リ を 使用 し た 場合 の み 有 効 で す . 
ddd=Windows 使 用 時 の キヤ ッシュ サイ ズ を 10 進 数 0 ん 16384 の 範囲 で 128K バ イト 単位 に 
指定 し ます . 


オプ ショ ン 2 
ヤ 警告 音 制御 (/A, /NA ) 
/A * フロ ッ ピ ィ イデ ィ ス ク の 入れ 替え が 生じ た 場合 , 警告 音 を 鳴ら す 
(デフ ォ ル ト ) 
/NA フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 入れ 替え が 生じ た 場合 , 警告 音 を 唱 ら さ な い 


ヤ デ ィ ス クレ スポ ンス を 向上 させ る 指定 (/L, /NL) 
・FAT 部 分 の キャ ッシュ ロッ ク の 制御 
ME * FAT の キヤ ッシュ を ロッ ク す る (デフ ォ ル ト ) 
/NL FAT の キャ ッシュ を ロッ ク し な い 


・ キ ャ ッシュ バッ ファ フル 時 の 制御 (/F, /NF ) 
M * キヤ ツ ッシュ バッ ファ が 一 杯 に な つた 場合 の バッ ファ の 掃き 出し を 行 
な う ( デ フォ ルト ) 
/NF キャ ッシュ バッ ファ の 掃き 出し は 行なわ な い 


1.8. DC10.EXE 


ヤヤ キャッシング 制御 (/C, /NC ) 
/C * キャ ッ シ ン グ を 許可 する (デフ ォ ル ト ) 
/NC キャ ッ シ ン グ を 許可 し な い 
キャ ヤッ シン グ の ON/OFF を 切り 替え ます 


オプ ショ ジグ 3 
ヤ デ ィ ス クレ スポ ンス を 向上 させ る 指定 (/H, /NH, /D. /ND ) 
・ キ ャ ッシュ デー タ の 保持 
/H キヤ ッシュ デー タタ を 保持 する 
/NH キャ ッシュ デー タ の 保持 を 解除 する 
よく 使用 する ブロ グラ ム や デー タ な ど を キャ ッ シ ン グ し た 後 , この オプ ショ ン を 使 
用 し , キヤ ッシュ バッ ファ の デー タ を 保持 し , レス ポン ス を 向上 させ ます . 
ロッ ク さ れ て いな い 残 り の キヤ ッシュ バッ ファ を 使用 し . キャ ッ シ ン グ は 続け られ 
ます . 


・ サ ブ デ ィ レ クト リ デ ー タ 制御 

/D サブ ディ レク トリ 情報 を キャ ッ シ ン グ し , 保持 する 

/ND サブ ディ レク トリ 情報 を キヤ ッ シ ン グ を 解除 する 

サブ ディ レク トリ の デー タ を キャ ッ シ ン グ し , 保持 する こと で サブ ディ レク トリ の 
検索 を 高速 化し ます . 


ヤ ヘ ルプ (/?) 
/P 使用 方 法 を 表示 し ます . 


注意 
・ フ ロッ ピ ィ ディ スク に 対す る ディ スク キャ ッシュ は ドラ イブ の モー ター を 常時 回 転 さ 
せ て いま す . 使用 機種 に よ つ て は ヘッ ドア ン ロ ー ド 機能 が な い ド ライ ブ を な を 使用 し て い 
る 場合 が あり ます . その 場合 , 使用 メデ ィ ア (フロ ッ ピ イィ ディ スク ) が 磨 衝 し て し まい 
ます の で ご 注意 くだ さい . さら に , フー トバ パソ コン で は バッ テリ ー が 早く 消耗 し ます . 
・ 以 下 の デ バイ ス に は ディ スク キャ ッシュ は 使用 で きま せん . 
MO ディ スク 
CD-ROM 
RAM デ ィ ス ク 


1.8. DC10.EXE 


20D タ イプ の フロ ッ ピ イィ ディ スク 
・UMB へ ロー ド す る 場合 は , LUMB. SYS に "/S=05000" と 記述 し て くだ さい . 


人 設定 例 
DEVICE=DC10.EXE 2048 /E /R /F /L 


キヤ ツ ッ ツ シ ュ ユ バ ッ フ ァ 


2048K バ イト 


使用 メモ リ EMS で 提供 され る メモ リ 
キヤ ッシュ バッ ファ の 掃き 出し 行なう 
先読み 行なう 
FAT の キヤ ッシュ ロッ ク 行なう 
DEVICE=DC10.EXE 1024 /X /W=512 
キヤ ツ ッ ツ シ ュ バ ッ フ ァ 1024K バ イト 
使用 メモ リ XMS で 提供 され る メモ リ (EMB) 
Windows で 使用 使用 する 
Windows で の キャ ヤッ シュ サイ ズ 512K バ イト 
A>DC10 A: B: C: D: /NA /L /F /H /D 回 
キャ ッ シ ン グ 対 象 ド ライ ブ A。| Bz CD 
敬 告 音 鳴ら さ な い 
FAT の キャ ッシュ ロッ ク 行なう 
キャ ッシュ デー タ 保 持 行なう 
キヤ ッシュ バッ ファ の 掃き 出し 行なう 
サブ ディ レク トリ 情報 の キャ ッ シ ン グ 行なう 
A>DC10 A: B: /A /NL /NF /NH /ND 回 
キャ ッ シ ン グ 対 象 ド ラテ ライブ AB 
警告 音 鳴ら す 
FAT の キャ ッシュ ロッ ク 行なわ な い 
キャ ヤッ シュ デー タタ 保持 行なわ な い 
キヤ ッシュ バッ ファ の 掃き 出し 行なわ な い 
サブ ディ レク トリ 情報 の キャッシング 行なわ な い 


1.9. DCOPY.COM 


1.9. 高速 ディ スク コピ ビーC(DCOPY.COM) 


人 @ 歓 能 
二 和 デイ ネス | 還 コマ 多 選 


@ 書 式 
DCOPY < コピ ー 元 ドラ イブ :(@)> < コピ ー 先 ドラ イブ :(@)> [オブ ショ ン ] 


但 オ プシ ョ ン 
/V ペリ アイ 生還 = デ 存 科 療 いい ます 
/P コマ ンド 処理 中 の 次 の キー 入力 を 要求 し ませ ん 
バッ チ フ ァイル で の 使用 に 便利 で す 
/C FAT と ディ レク トリ を 比較 し て 同じ な ら ば コピ ー し ませ ん . 
信 解 説 


ジイ ス の U 二 ド ライ 1 ド RI 時 に 和 g 和 る 至 ウ ーー リー ドコ ct が 発生 じじ 思 や 中 ラス メッ セー 
ジ を 出す だ け で コピ ー を 続け る こと が で きま す . 

た だ し , シー クエ ラー, ライ ト エ ラー が 生じ た 場合 は 異常 終了 と な り ま す ., 

コピ ー 元 と コピ ー 先 は 同じ メデ ィ ア で な けれ ば いけ ませ ん . 

FD 互 換 RAM デ ィ ス ク に 対し て ディ スク コピ ビー する 際 に お 使い くだ さい . 

ドラ イブ 名 の 代り に @ を 使用 する と , カレ ント ドラ イブ が 対象 と な り ま す . 


人 @ 使 用 例 
A>DCOPY E: B: /V /P 回 


1.10. DRVUTY.COM 


1.10. 接続 ドラ イブ 状況 表示 (DRVUTY.COM ) 


人 @ 失 能 
指定 ドラ イブ 名 の 入れ 替え 
接続 ドラ イブ 表示 


@ 書 式 
DRVUTY < ドラ イブ 名 > < ドラ イブ 名 > 


ドライブ 名 
入れ 替え る ドラ イブ 名 を 2 つ , スペ ー ス で 区 切っ て 指定 し ます . 


@ 解 説 
ドラ イブ の 指定 が な い 場 合 , 起動 時 と 現在 の ドラ イブ 名 の 対比 , ドラ イブ の 種別 を 表示 
し ます . 
JOIN/SUBST で 指定 し た 仮想 ドラ イブ は 黄色 で 表示 され ます . 


@ 注 意 
・ASSIGN を 実行 し た 後 , DRVUTY を 実行 し な いで くだ さい . 
・ 仮 想 ド ライ ブ は 入れ 替え で きま せん . 
・ ハ ー ド ディ スク の 拡張 フォ オー マッ ト で パー ティ ショ ン が 切ら れ て いる ドラ イブ の 入れ 
替え は で きま せん . 
・MS-D0S5.0 で は ドラ イブ の 入れ 替え は で きま せん . 
・EPSON 製 NS-D0S3.30 で は ドラ イブ の 入れ 替え は で きま せん . 


人 @ 使 用 例 
A>DRVUTY 回 
A>DRVUTY A: B: 回 


1.11. EMM4J. SYS 


1.11. PC34 系 専用 EMNS ド ライ バ (EMM4J. SYS ) 


人 @ 検 能 
PC34 系 (E/H/HX/SL/F/FX/N/R) 専 用 EMS ド ライ バ で す . 
LIM EMS4.0 に 加え XMS2.0 の ファ ンク ショ ン も サポ ー ト し て いま す . 


@ 書 式 
DEVICE=EMM4J. SYS [オプ ショ ン ] 


葵 オプ ショ ン 
ヤ EMS 関 連 (/3. /4, /J. /W. /C0. /NL ) 


/3 
/4 
/J 


/W=xX-YV・・・ 


/CO 


/NL 


LIM EMS 3.2 互 換 モ ー ド 

LIM EMS 4.0 互 換 モ ー ド (デフ ォ ル ト ) 

拡張 LIM EMS 4.0 の 指定 

最低 1 個 の ウィ ンド ウ で も 動作 する よう に し た モー ド で す . 
一 般 に MEMORY SERVER の 機能 以外 に この モー ド で 動作 する アプ リ ケ ー シ 
ョ ヨン は あり ませ ん の で , 指定 する 場合 は 注意 し て くだ さい . 

ベー ジフ レー ム の 指定 

xx= ベ ー ジ フレ ー ム の セグ メン ト 上 位 2 バ イト を 16K バ イト 単位 に 指定 し 
ます . 

連続 し て いる エリ ア は "-"( ハ イフ ン ) で つなぎ , 複数 ある エリ ア は "," 
(カン マ ) で 区 切っ て 指定 し ます . 

/A1, /A2 を 使用 する 場合 は その 分 の ウィ ンド ウ も 指定 し て くだ さい . 
旨 定 が な い 場 合 は , 自動 サー チ に て 空い て いる 部 分 を ベー ジフ レー ム 
に 割り 当て ます . 

EMS フ ァ ン クシ ョ ン 発 行 時 の 割り 込み 禁止 

STARLAN( リ コー) 使 用 時 に 指定 し て くだ さい . 

ベー ジア ロケ ー ト の 際 の ベー ジ 初 期 化 を 行い ませ ん . 

普段 は 特に 指定 し な いで 構い ませ ん . 

ロー タス 1-2-3 で 指定 する と , ロー タス 1-2-3 が 正 淀 動作 し ませ ん の で 
ご 注意 くだ さい . 


ヤ XMS 関 連 (/X. /P, /U) 


/X[=dd] 


HMA の 指定 

1i80286/1386SX/1386DX/1486SX/i486DX 搭 載 機種 で 有効 で す . 
dd=HMAMIN の サイ ズ を 10 進 数 で 0 ン 63 ま で の 範囲 で 指定 し ます . 
デフ ォ ル ト は 0 で す . 


/P=dddd 


/U= [xx-yy・ 


1.11. EMM4J.SYS 


EMB の 指定 
dddd=EMB の サイ ズ を 10 進 数 で 指定 し ます . 
] UMB の 指定 
xx-yy=UMB エ リア を CO0000h ン DFFFFh の 範囲 で 16 進 数 16K バ イト 単位 に 指 
定 し ます . PC34R の 場合 の み 4K バ イト 単位 で 指示 し ます . 


MS-DOS2.11 で は , XMS(HMA, EMB) を 使用 する こと は で きま せん . 


ヤマ そ の 他 の オプ ショ ン 


/A1 


/A2 


/NA 


/E=xxx:yYy 


/I 
/NN 


* EMM の デー タ 部 分 の 参照 に 空き ウィ ンド ウ を 使用 (デフ ォ ル ト ) 

動作 速度 が 向上 し ます . 

EMM の コー ド 部 分 を 空き ウィ ンド ウ に 割り 当て る (デフ ォ ル ト ) 

メイ ン メ モリ に 対す る 常駐 量 が 低減 され ます . 
/A1,/A2 を キャ ン セ ル し ます . 

/W=xx, yy…・ の オプ ショ ン を 使用 し た 際 に は , 無 条 件 に この オプ ショ ン 
が 適用 され ます . 

PI0-PC34 シ リー ズ , マル チ モ ー ド の 境界 指定 

マル チ モ ー ド (EMS メ モリ + プ ロ テ ク トメ モリ ) の EMS メ モリ と プロ テク ト 
メモ リ と の 境界 アド レス を 指し ます . 

xxx, yyyx は EMS の ベー ジ 番 号 を 記述 し ます . 

xxx= 次 ベー ジ 参 照 し て くだ さい . yyy: 通 常 7FF を 設定 し ます . 

イン フォ オメ ーション を 表示 し ます . 

PC-9800 互 換 機 で 使用 する 際 に 必要 で す . 


に コ 


1.11. EMM4J. SYS 


@/E オ プシ ョ ン 設 定 表 


プロ テク トメ モリ 寂 


ドレ ス 


EMS ペ ー ジ 番号 (xxx の 値 ) 


100000」040|120000 


060 


1A0000!068| 1C0000,070 


heoooo! 078 200000'080 


|220000088 


240000,090| 2 260000,098 280000i0A0|2A0000,0A8 


2C0000080 


2E0000,088| 300000,0C0|: 


320000, 0C8 340000 0D0 


360000,008 


380000i0E0| 3A0000i0E8 


J」 


3C00000F0| 3E0000,0F8 


400000,100 


420000,108| 440000,110|460000,118|480000120 


4A0000,128 


4C0000i130| 4E0000,138 


00,1381500000, 140 520000, 148 


540000i150 


560000,158 1580000 160 5A0000 168 5c0000,170 


5E0000,178 


600000i180|( 180| 620000 188 


640000, 190| 660000!198 


680000,1A0 


6A0000, 1A81( 6C0000i1B0 


6E0000i1B8| 700000,1CO| 


720000,1C8 


740000i1D0 100| 760000, 0」1D8 


780000j 1E0| 7A0000,1E8|. 


7C00001F0 


7E0000i1F8|800000,200 


820000!208| |840000,210| 


860000!218 


|880000,220 _8A0000i228| 8C0000, 123018E0000,238] 
960000,258 1980000260| 


920000 248 940000,250 


900000,240 


9A0000,268 


|9C0000 270 2E0000」278| 
A60000!298 


A00000、280| 2 


AC0000,2B0|AEO 


B00000! 0!2C0 820000'2C8lE 


B40000 2D0| B60000i 2D81B 


BA0000! 2E8| BC00002F0 


BE0000」 2F8|C00000,300| 


C40000i310|C60000i318| 


c80000 1320|CA0000,32 328 


ea 
060000!358 


E00000,380 


CE0000」338000000,3401020000,3481040000,350|0 
D80000!360|DA0000,368|DC0000, 370|DE0000! 378 


E20000.388|E40000i390 


E60000!398|E80000,3A0 


EA0000.3A8」 


EC00003B0 
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@ 解 説 


・ オ ブシ ョ ン を な に も 指定 し な い 場 合 は , 以下 の よう な オブ ショ ン を 付加 し だ 場合 と 同 
様 な 設定 と な り ま す . 
DEVICE=EMM4J.SYS /W=CO-CC, D8,DC /4 /A1 /A2 
下記 の 例 は , SASI タ イブ の ハー ド デ ィ スク が 接続 され て いる 場合 で す . 


(も )"/W=… "の ウィ ンド ウ ア ドレ ス は 環境 に よっ て 異な り ま す . 
上 記 の 例 は , SASI タ イプ の ハー ド デ ィ スク が 接続 され て いる 場合 で す . 


① 拡 張 ROM 領 域 "C0000h ン DFFFFh" の 範囲 で 64Kbyte 連 続 の エリ ア を サー チ し て ベー ジフ 
レー ム と し て 割り 当て ます . 

その他 に 空い て いる ウィ ンド ウ が 確保 され だ 場合 , EMS ド ライ バ 自 身 を その 空き ウ 
ィ ン ド ウ に 割り 当て , メイ ン メ モリ の 常駐 量 を 低減 し ます . 

③64Kbyte 連 続 の エリ ア が 確保 で き な い 場合 は イン スト ー ル を 中 止 し ます . 


し た が つて , 普段 は 特に オプ ショ ン は 設定 し な く て も 構い ませ ん . 
"7W= "で ベー ジフ レー ム を 明示 的 に 指定 し て いる 場合 は , "/A1","/A2" 用 の ウィ ン 
ドウ も 明示 的 に 確保 し て お く 必 要 が あり ます . 


/W=C0-CC, D8, DC 


| し 4 | /A1,/A2 有 フル - ム 


・ ハ イレ ゾ モ ー ド で 使用 する 場合 は 以下 の 手順 で 設定 し て くだ さい . 
① メ モリ スイ ッ チ の メモ リ 容 量 を 640K バ イト に 変更 し ます . 
② 以 下 の よ うに CONFIG. SYS に デバ イス 登録 し ます . 
DEVICE=MEMOFF. SYS 
DEVICE=EMM4J.SYS /W=BO-BC 
③ リ セッ ト し , 最 起 動 し ます . 
⑨⑳MEX を 実行 し メイ ン メ モリ を 640K バ イト か ら 704K バ イト に 拡張 し ます . 


A>MEX 加 
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注意 

・Windows を ご 使用 の 場合 は スタ ンダ ー ド モー ド も し く は リア ルモード を ご 使用 くだ さ 
い . Windows の 386 エ ン ハ ンス ドモ ー ド で は ご 使用 に な れ ま せん . 

・ サ ウン ド ボ ー ド + ハ ー ド ディ スク で ご 使用 の 場合 は , 連続 し た 64K バ イト の ベー ジフ レ 
ー ム が 確保 で きま せん の で , サウ ンド ROM を 切り 離し て くだ さい . 
切り 離し 方 法 は 「4. サ ウン ド BIOS ROM の 切り 離し 方 法 」 を 参照 し て くだ さい . 

・STARLAN で 使用 する 場合 , "/CO" を 必ず 付加 し て くだ さい . 

・ ロ ー タ ス 1-2-3 で は 絶対 , "/NL" は 付加 し な いで くだ さい . 
ロー タス 1-2-3 が 正常 に 動作 し な く な り ま す . 

・UMB ロ ー ダ ー を 使用 する 場合 は , "/U" を 付加 し て くだ さい . 

・640K バ イト 実装 の バ ソ コン で PC34E/H/HX/SL/F/FX/N/R を 「EMS メ モリ + プ ブロ テク トメ モ 
リ り 」 の マル チ モ ー ド で 使用 し て いる 環境 で XMS を 利用 する 場合 は "/E" オ プシ ョ ン で 境 
界 を 設定 し て くだ さい . 

・MS-DOS2.11 で は XMS(HMA, EMB) は 使用 で きま せん . 

・EMS ハ ンド ル 数 は 255 で す . 

・XMS ハ ンド ル 数 は 128 で す . 

・"/A17。 "の /A2 ツ "オプ ション は , 一 番 最後 に 記述 し て くだ さい . 


設定 例 

DEVICE=EMM4J.SYS /W=CO-CC,D8,DC /4 /U=DO-D3 /I /A1 /A2 
DEVICE=EMM4J.SYS /{I /4 /X /E=1024 

DEVICE=EMM4J.SYS /CO /W=CO-CC /4 /X /U=DO-D3,D8-DF 


1.12. EMM4JN. SYS 


1.12. 98NT 系 専用 EMS ド ライ バ (EMM4JN. SYS ) 


人 @ 歓 能 


98NT 系 (PI0-98NT, 98NTI ) 専 用 EMS ド ライ バ で す . 
LIM EMS4.0 に 加え XMS2.0 の ファ ンク ショ ン も サボ ポ ボート し て いま す . 


人 @ 書 式 


DEVICE=EMM4JN. SYS [オブ プション] 


但 オ プシ ョ ン 


ヤ EMS 関 連 (/3. /4, /J. /W. /C0. /NL ) 


/3 
/4 
/J 


/W=xX-YY*・・ 


/CO 


/NL 


LIM EMS 3.2 互 換 モ ー ド 

LIM EMS 4.0 互 換 モ ー ド (デフ オォ ルト ) 

拡張 LIM EMS 4.0 の 指定 

最低 1 個 の ウィ ンド ウ で も 動作 する よう に し た モー ド で す . 
一 般 に MEMORY SERVER の 機能 以外 に この モー ド で 動作 する アプ リ ケ ー シ 
ョ ヨン は あり ませ ん の で , 指定 する 場合 は 注意 し て くだ さい . 

ベー ジフ レー ム の 指定 

xx= ベ ペー ジフ レー ム の セグ メン ト 上 位 2 バ イト を 16K バ イト 単位 に 指定 し 
ます . 

連続 し て いる エリ ア は "-"( ハ イフ ン ) で つなぎ , 複数 ある エリ ア は ”",“" 
(カン マ ) で 区 切っ て 指定 し ます . 

/A1, /A2 を 使用 する 場合 は その 分 の ウィ ンド ウ も 指定 し て くだ さい . 
指定 が な い 場 合 は , 自動 サー チ に て 空い て いる 部 分 を ベー ジフ レー ム 
に 割り 当て ます . 

EMS フ ァ ン クシ ョ ン 発 行 時 の 割り 込み 禁止 

STARLAN( リ コー) 使 用 時 に 指定 し て くだ さい . 

ベー ジア ロケ ー ト の 際 の ベー ジ 初 期 化 を 行い ませ ん . 

普段 は 特に 指定 し な いで 構い ませ ん . 

ロー タス 1-2-3 で 指定 する と , ロー タス 1-2-3 が 正常 動作 し ませ ん の で 
ご 注意 くだ さい . 


〒 XMS 関 連 (/X, /P. /U) 


/X[=dd] 


HMA の 指定 

1386SX/SL 搭 載 機種 で 有効 で す . 

dd=HMAMIN の サイ ズ を 10 進 数 で 0 ン 63 ま で の 範囲 で 指定 し ます . 
デフ ォ ル ト は 0 で す . 
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/P=dddd 


/U= [xx-yy・ 


EMB の 指定 
dddd=EMB の サイ ズ を 10 進 数 で 指定 し ます . 
] UMB の 指定 
xx-yy=UMB エ リア を C0000h ン D7FFFh の 範囲 で 16 進 数 16K バ イト 単位 に 指 
定 し ます . 


MS-DOS2.11 で は , XMS(HMA, EMB) を 使用 する こと は で きま せん . 


ヤ そ の 他 の オプ ショ ン 


/A1 


/A2 


/NA 


/E=xxx:yyY 


/I 
/Z0 


/ZN 


* EMM の デー タ 部 分 の 参照 に 空き ウリ ウィン ドウ を 使用 (デフ ォ オルト) 
動作 速度 が 向上 し ます . 

* EMM の コー ド 部 分 を 空き ウィ ンド ウ に 割り 当て る (デフ ォ ル ト ) 
メイ ン メ モリ に 対す る 常駐 量 が 低減 され ます . 
/A1,/A2 を キャ ヤン セ ル し ます . 
/W=xx, yy…・ の オプ ショ ン を 使用 し た 際 に は , 無 条 件 に この オプ ショ ン 
が 適用 され ます . 
マル チ モ ー ド の 境界 指定 
マル チ モ ー ド (EMS メ モリ + プ ブロ テク トメ モリ ) の EMS メ モリ と プロ テク ト 
メモ リ と の 境界 アド レス を 指し ます . 
xxxX, yyy= は EMS の ベー ジ 番 号 を 記述 し ます . 
xxx= 次 ベー ジ 参 照 し て くだ さい . yyy: 通 常 7FF を 設定 し ます . 
イン フォ オメ ーション を 表示 し ます . 
PC-9801NV, NL, NS/E, NS/T, NS/L, NC,NA で レジ ュー ム 機 能 使 用 時 に 指定 し 
で 交 大 き の 。 
PIO-98NT-1MA/1.5MA/2MA/1MB/1.5MB/2MB の RAM カ ー ド を 使用 し て いる 場 
合 は 指定 し な いで くだ さい . 
強制 的 に 4 ウィ ンド ウ (C0000h ン CFFFFh) で 動作 し ます . 
PC-9801NS/T で レジ ュー ム 機 能 使用 時 に 指定 し て くだ さい . 
PC-9801UF/UR/US で 使用 する 場合 も 指定 し て くだ さい . 
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@/E オ プシ ョ ン 設 定 表 
ロロ テク トメ 包容 民 レ ラス 
EMS ペ ベー ジ 番 号 (xxx の 値 ) 


100000.040 


120000」048|140000」050 


160000」058| 180000.060 


|1A0000,068 


1C0000070|1E0000i078| 


200000:080| 220000,088 


240000i090 


260000098| 280000,0A0|2A0000i0A8| 2C0000」0B0 


|2E0000i0B8 


300000」0CO|320000!0C8 


340000i000|360000,008 


380000!0E0| 3A0000,0E8|3C0000,0FO 


3E0000,0F8| 400000」100 


420000!108| 440000!110| 460000'118 


|480000,120| 4A0000128 


4C0000130| 4E0000,138|500000140|520000i148| 540000」150 


560000i158 


5C0000170|5E0000i178 


580000」160|5A0000,168 


620000!188 


640000,190 


660000,198| 680000i1A0 


600000,180 ] 
6A0000i1A8| 6C0000i1B0|6E0000i1B8 


700000i1C0|720000i1C8 


740000,1D0 


760000,1D8 


7800001E0| 7A0000! 1E8| 7C0000!1FO 


7E0000i1F8 


800000,200|820000,208 


840000,210|860000」218 


| 


880000,220|8A0000,228 


8C0000,230 


8E0000238|900000,240 


920000,248 


940000,250|960000,258 


980000」260|9A0000,268 


IA20000,288| A40000,290 


|9C0000:270| 9E0000,278|A00000」280 
A60000j298 A80000!2A0|AA0000'2A8 


AC0000,2B0| AE0000,2B8 


B00000,2CO 


B20000」2C81B40000,200 


B60000:208| B80000,2E0 


BA0000i2E8| 


BC0000!2F0|BE0000! 2F8 


|CO0000' 300|C20000308 


CC0000i330 


C40000,310 


1C60000,318 


C80000,320|CA0000328 


ICE0000i338 


D00000i3401D20000,348 


D40000,350| 060000358 


D80000i360 


DA0000,368|DC0000,370 


DE0000,3781E00000,380 


E20000,388 


E80000,3A0| EA0000,3A8 
1 


EC0000j3B0 


E40000,390|E60000,398 
1 1 


! 
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久 解 説 


・ オ ブシ ョ ン を な に も 指定 し な い 場 合 は , 以下 の よう な オブ ショ ン を 付加 し だ た 場合 と 同 


様 な 設定 と な り ま す . 
DEVICE=EMM4JN. SYS /W=CO-CC, DO,D4 /4 /A1 /A2 
(も "7/W=…" の ウィ ンド ウ ア ドレ ス は 環境 に よっ て 異な り ま す . 


① 拡 張 ROM 領 域 "C0000h ン DFFFFh" の 範囲 で 64Kbyte 連 続 の エリ ア を サー チ し て ベー ジフ 
レー ム と し て 宙 り 当て ます . 

②@ そ の 他 に 空い て いる ウィ ンド ウ が 確保 され だ 場合 , EMIS ド ライ バ 自 自 を その 空き ウ 
イィ ン ドウ に 割り 当て , メイ ン メ モリ の 常駐 量 を 低減 し ます . 

③64Kbyte 連 続 の エリ ア が 確保 で き な い 場合 は イン スト ー ル を 中 止 し ます . 


し た が つて , 普段 は 特に オブ ショ ン は 設定 し な く て も 構い ませ ん . 
"/W=…" で ベー ジフ レー ム を 明示 的 に 指定 し て いる 場合 は , "/A1","/A2" 用 の ウィ ン 
ドウ も 明示 的 に 確保 し て お く 必 要 が あり ます . 


/W=C0-CC, DO,D4 


| 人 - サ ルー- ム L /A1, /A2 有 ルー- ム 


@ 注 意 
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・Windows を ご 合用 の 場合 は スタ ンダ ー ド モー ド も し く は リア ルモード を ご 使用 くだ さ 


い . Windows の 386 エ ン ハ ンス ドモ ー ド で は ご 使用 に な れ ま せん . 


・STARLAN で 使用 する 場合 , "/CO" を 必ず 付加 し て くだ さい . 
・ ロ ー タ ス 1-2-3 で は 絶対 , "/NL" は 付加 し な いで くだ さい . 


ロー タス 1-2-3 が 正常 に 動作 し な く な り ま す . 


・PC-9801UF/UR/US で 使用 する 場合 は , メモ リス イッ チ SW4 を 「 サ ウン ド ボ ー ド な し 」 に 


設定 し て くだ さい . 


・UMB ロ ー ダ ー を 使用 する 場合 は , "/U" を 付加 し て くだ さい . 
・PC-9801NV, NL, NS/E, NC, NS/T,NS/L[ で レジ ュー ム 機 能 を 使用 する 場合 は 、 必 ず 


"/Z0" を 付加 し て くだ さい . 


・PC-9801NS/T で レジ ュー ム 機 能 を 使用 する 場合 は , 必ず "/ZN" を 付加 し て くだ さい . 
・MS-DOS2.11 で は XMS(HMA, EMB) は 使用 で きま せん . 

・EMS ハ ンド ル 数 は 255 で す . 

・XMS ハ ンド ル 数 は 128 で す . 


1.12. EMM4JN. SYS 


・XMS ハ ンド ル 数 は 128 で す . 
・"/A17。 "/A2" は 一 番 最後 に 記述 し て くだ さい . 


人 @ 設 定例 
DEVICE=EMM4JN. SYS /Z0 
DEVICE=EMM4JN. SYS /Z0 /ZN 
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1.13. EMM4JE. SYS 


1.13. NTB 系 専用 EMS ド ライ バ C(EMM4JE. SYS ) 


欠 歓 能 
NTB 系 (EP-NTB, EP-286B0OK) 専 用 EMS ド ライ バ で す . 
LIM EMS4.0 に 加え XMS2.0 の ファ ンク ショ ン も サポ ボ ポート し て いま す . 


人 @ 書 式 
DEVICE=EMM4JE. SYS [オプ ショ ン ] 


@ オ プシ ョ ン 
ヤ EMS 関 連 (/3. /4, /J, /W, /C0, /NL ) 
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/3 
/4 
/J 


/W=xx-YV・・・ 


/CO 


/NL 


LIM EMS 3.2 互 換 モ ー ド 

LIM EMS 4.0 互 換 モ ー ド (デフ ォ ル ト ) 

拡張 LIM EMS 4.0 の 指定 

最低 1 個 の ウィ ンド ウ で も 動作 する よう に し た モー ド で す . 
一 般 に MEMORY SERVER の 機能 以外 に この モー ド で 動作 する アプ リ ケ ー シ 
ョ ヨン は あり ませ ん の で , 指定 する 場合 は 注意 し て くだ さい . 

ベー ジフ レー ム の 指定 

xx= ベ ページ フレ ー ム の セグ メン ト 上 位 2 バ イト を 16K バ イト 単位 に 指定 し 
ます . 

連続 し て いる エリ ア は "-"( ハ イフ ン ) で つなぎ , 複数 ある エリ ア は "," 
(カン マ ) で 区 切っ て 指定 し ます . 

/A1, /A2 を 使用 する 場合 は その 分 の ウィ ンド ウ も 指定 し て くだ さい . 

旨 定 が な い 場 合 は , 自動 サー チ に て 空い て いる 部 分 を ベー ジフ レー ム 
に 割り 当て ます . 

EMS フ ァ ン クシ ョ ン 発 行 時 の 割り 込み 禁止 

STARLAN( リ コー) 使 用 時 に 指定 し て くだ さい . 

ベー ジア ロケ ー ト の 際 の ベー ジ 初 期 化 を 行い ませ ん . 

普段 は 特に 指定 し な いで 構い ませ ん . 

ロー タス 1-2-3 で 指定 する と , ロー タス 1-2-3 が 正常 動作 し ませ ん の で 
ご 注意 くだ さい . 


ヤ XMS 関 連 (/X. /P, /U) 


/X[=dd] 


HMA の 指定 

180286/1386SX 搭 載 機種 で 有効 で す . 

dd=HMAMIN の サイ ズ を 10 進 数 で 0 ン 63 ま で の 範囲 で 指定 し ます . 
デフ ォ ル ト は 0 で す . 


/P=dddd 


/U= [xx-yy・・] 
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EMB の 指定 

dddd=EMB の サイ ズ を 10 進 数 で 指定 し ます . 

UMB の 指定 

xx-yy=UMB エ リア を CO0000h ン DFFFFh の 範囲 で 16 進 数 16K バ イト 単位 に 指 
定 し ます . 


MS-DOS2.11 で は , XMS(HMA, EMB) を 使用 する こと は で きま せん . 


ヤヤ その他 の オプ ショ ン 


/A1 * 


ドコ 


/A2 


/NA 


/E=xxx:yYY 
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EMM の デー タ 部 分 の 参照 に 空き ウィ ンド ウ を 使用 (デフ ォ ル ト ) 
動作 速度 が 向上 し ます . 

EMM の コー ド 部 分 を 空き ウィ ンド ウ に 割り 当て る (デフ ォ ル ト ) 

メイ ン メ モリ に 対す る 常駐 量 が 低減 され ます . 
/A1,/A2 を キャンセ ル し ます . 

/W=xx, yy…・ の オプ ショ ン を 使用 し た 際 に は , 無 条 件 に この オプ ショ ン 
が 適用 され ます . 

PI0-PC34 シ リー ズ , マル チ モ ー ド の 境界 指定 

マル チ モ ー ド (EMS メ モリ + プ ロ テ ク トメ モリ ) の EMS メ モリ と プロ テク ト 
メモ リ と の 境界 アド レス を 指し ます . 

xxx, yyy= は EMS の ベー ジ 番 号 を 記述 し ます . 

xxx= 次 ベ ページ 参照 し て くだ さい . yyy: 通 常 7FF を 設定 し ます . 

イン フォ メー ショ ン を 表示 し ます . 
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1.13. EMM4JE. SYS 


@/E オ プシ ョ ン 設 定 表 
回 ドジ 答 漠 層 羽 形 表 
EMS ペ ベー ジ 番 号 (xxx の 値 ) 


|420000i108|440000i110 
8800001220|8A0000!228|8C0000!230 | 
920000!248| 940000!250|960000!258|9 
9C0000!270|9E0000!278|A00000!280 


A60000!298| A80000!2A0| AA00002A8 WO| 266 
BO0000!2C0IB20000!2C8|B40000!2D0 B80000!2EO 
BA0000!2E8 BE0000!2F8 i300|C20000!308 


1318|C80000!320 Co0000 330 
CE00001338|D00000 340|020000|348 
ーー ー ーーーーー 0C0000. 370 ーー 500omn| 本 
開 訟 NBD| 上 隊 =| | PP | 


ooft の と お リー ズ を 200000h ぐ 増設 する 場合 は , EMNS ペ ベー ジ 番 号 
40h を 差し 引い て 設定 し て くだ さい . 


[ 例 ] 通常 : /E=080:7FF 
差し 引い た 場合 : /E=040:7FF 
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1.13. EMM4JE. SYS 


久 解 説 
・ オ ブシ ョ ン を な に も 指定 し な い 場 合 は , 以下 の よう な オブ ショ ン を 付加 し た だ 場合 と 同 
様 な 設定 と な り ま す . 
DEVICE=EMM4JE. SYS /W=CO-CC, DO,D4 /4 /A1 /A2 
(# も )"/W=…" の ウィ ンド ウ ア ドレ ス は 環境 に よっ て 異な り ま す . 


① 拡 張 ROM 領 域 "C0000h ン DFFFFh" の 範囲 で 64Kbyte 連 続 の エリ ア を サー チ し て ベー ジフ 
レー ム と し て 割り 当て ます . 

その 他 に 空い て いる ウィ ンド ウ が 確保 され だ 場合 , EMIS ド ライ バ 上 自身 を その 空き ウ 
ィ ン ド ウ に 割り 当て , メイ ン メ モリ の 常駐 量 を 低減 し ます . 

③64Kbyte 連 続 の エリ ア が 確保 で き な い 場合 は イン スト ー ル を 中 止 し ます . 


し た が つて, 普段 は 特に オプ ショ ン は 設定 し な く て も 構い ませ ん . 
"/Ws…" で ベー ジフ レー ム を 明示 的 に 指定 し て いる 場合 は , "/A1","/A2" 用 の ウィ ン 
ドウ も 明示 的 に 確保 し て お く 必 要 が あり ます . 


/W=C0-CC, D0,D4 


| バー- ツ ルル - ム L /A1, /A2 有 ルー ム 


人 @ 注 意 
・Windows を ご 使用 の 場合 は スタ ンダ ー ド モー ド も し く は リア ルモード を ご 使用 くだ さ 
い . Windows の 386 エ ン ハ ンス ドモ ー ド で は ご 使用 に な れ ま せん . 
・STARLAN で 使用 する 場合 , "/C0" を 必ず 付加 し て くだ さい . 
・ ロ ー タ ス 1-2-3 で は 絶対 , "/NL" は 付加 し な いで くだ さい . 
ロー タス 1-2-3 が 正常 に 動作 し な く な り ま す . 
・UMB ロ ー ダ ー を 使用 する 場合 は , "/U" を 付加 し て くだ さい . 
・PC-286noteF で 「EMS と RAM ボ ー ド ドラ イブ 」 の 設定 で お 使い の 場合 は , 以下 の 設定 で 
お 使い くだ さい . 
EP-286BOOK-2M の 場合 : DEVICE=EMM4JE. SYS /E=040:06F 
EP-286BOOK-4M の 場合 : DEVICE=EMM4JE. SYS /E=040:OEF 
XMS(HMA/EMB) を ご 使用 に な る 場合 は , /E オ プシ ョ ン 設 定 表 を ご 覧 くだ さい . 
・MS-DOS2.11 で は XMS(HMA, EMB) は 使用 で きま せん . 
・EMS ハ ンド ル 数 は 255 で す . 
・XMS ハ ンド ル 数 は 128 で す . 
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1.13. EMM4JE. SYS 


・"/A17。 7/A2" オ プシ ョ ン は 一 番 最後 に 記述 し て くだ さい . 


人 設定 例 
DEVICE=EMM4JE. SYS /U=DO-D3 /I /A1 /A2 
DEVICE=EMM4JE. SYS /I /4 /E=040:OEF 
DEVICE=EMM4JE. SYS /CO /4 /U=DO-D3,D8-DF 
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1.14. 10S10.EXE 


1.14. 汎用 RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ C(IOS10. EXE ) 


人 機能 
各種 メモ リ に 対応 し た 汎用 型 RRAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ で す . 
RAM デ ィ ス ク と し て 使用 する 場合 は , CONFIG. SYS に デバ イス 登録 し ます . 
複数 台 ([0S10.EXE, I0S10R. EXE 合 わせ て 最大 8 台 ) の RAM デ ィ ス ク を 設定 する こと も で き 
ます . その 場合 は 台数 分 の RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ の デバ イス 登録 が 必要 で す . 
コマ ンド ライ ン よ り 実 行 し た 場合 は , 汎用 RAM ディ スク の コン トロ ー ラ と し て 機能 し ま 
で 


@ 書 式 1 
RAM デ ィ ス ク を CONFIG.SYS に デバ イス 登録 する 場合 の 書式 で す . 
DEVICE=I0S10.EXE [メモ リサ イズ ] [オブ ショ ン 1] [オブ ショ ン 2] 


人 @ 書 式 2 
コン トロ ー ラ と し て コマ ンド ライ ン か ら 使 用 する 場合 の 書式 で す . 
I0510 [ドラ イブ 名 ] [オプ ショ ン 2] [オプ ショ ン 3] 


@ メ モリ サイ ズ 
RAM デ ィ ス クサ イズ を 指定 し ます . 
128 ン 32768 の 範囲 で 128K バ イト 単位 の 10 進 数 で 指定 し ます . 
省略 する こと は で きま せん . 省略 し た 場合 は エラ ー と な り ま す . 


@ ド ライ ブ 名 


コン トロ ー ル 対象 の RAM デ イス ク ド ラ イブ を 指定 し ます . 
この ドラ イブ 指定 は , RAM デ ィ ス ク を 複数 台 設定 し た 場合 に 必ず 指定 し て くだ さい . 


オプ ショ ン 1 
対象 メモ リ の 指定 (/E. /B. /X) 
/E RAM デ ィ ス ク と し て EMS で 提供 され る メモ リ を 使用 する 
/B RAM デ ィ ス ク と し て BMS で 提供 され る メモ リ を 使用 する 
/X RAM デ ィ ス ク と し て XMS で 提供 され る メモ リ (EMB) を 使用 する 


/E, /B, /X ど れ か 1 つ を 指定 し て くだ さい . 複数 指定 する こと は で きま せん . 
また だ, 省略 し た 場合 は EMS, BMS, XMS の 順に 利用 可能 な メモ リ を サー チ し ます . 
利用 可能 な メモ リ が 見 つか ら な い 場 合 は エラ ー と な り ま す . 
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1.14. 10S10.EXE 


ヤ デ ー タ チェ ッ ク に 関す る 指定 (/S, /NS ) 
/$ * チ ェ エッ クサ ム に よる デー タチ ヂ チェ エッ ク を 行なう (デフ ォ ル ト ) 
/NS デー タチ ェ ッ ク を 行なわ な い 
RAM デ ィ ス ク 内 の デー タ の 安全 性 の た め に セク る 単位 の チェ ッ ク サ ム に よる デー タチ 
エッ ク を 行ない ます . 
デー タチ ェ エッ ク を 行なわ な い 場 合 , "/NV"Y" オ ブシ ョ ン は 無効 に な り ま す . 
(た だ し , 当社 製 ハ ー ド ウェ ア EMS ポ ボー ド と EMM4J.SYS を 使用 し て いる 場合 で , デー タ 
が 正常 に 残っ つて いる と 判断 し た と き は , "/NV" オ プシ ョ ン は 有効 に な り ま す ) 


ヤ デ ィ ス ク パ ラメ ー タ に 関す る 指定 
タラ スタ (イズ 
/C=dd クラ スタ サイ ズ の 設定 
dds ク ラス タ サ イズ を セク 数 (1, 2, 4,.8,16 の いずれ か ) で 指定 し ます . 
デフ ォ ル ト は 2 セク タ / ク ラス タ で す . 
クラ スタ 総数 が 4096 を 超え だ 場合 は , 自動 的 に 16bitFAT に 拡張 され ます . 


・ ル ー ト ディ レク トリ の エン トリ 数 
/D=dddd ルー トディ レク トリ の エン トリ 数 の 指定 
dddd=10 進 数 96 ン 2048 の 範囲 で 32 個 単位 で 指定 し ます . 32 に 満た な い 端 数 は 切り 捨 
て られ ます . デフ ォ ル ト の ルー トディ レク トリ エン トリ 数 は 192 個 で す . 


・ セ クタ サイ ズ 

/L=dddd セク タ サ イズ の 指定 

dddds セ クタ サイ ズ を 256, 512, 1024 の いずれ か で 指定 し ます . 

デフ ォ ル ト は 512 バ イト で す . 

デー 転送 中 は 割り 込み が 禁止 され ます の で 512 バ イト 程度 が 望ま し いで す . 


例 ) /C=1 1 セク 9/ ウ ラズ スタ 
/C=2 2 セク 2 が クラ スタ 
/C=4 4 セク る / ク ラス タ 
/C=8 8 セク タ / ウ ラズ スタ 
/C=16 0 クタ ルク ラジ タタ 
/D=512 ディ レク トリ 数 512 
/D=1024 ディ レク トリ 数 1024 
/L=256 セク タ 長 256 バ イト 
/L=512 セク タ 長 512 バ イト 


/L=1024 セク タタ 長 1024 バイ ト 
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1.14. 10S10.EXE 


ヤリ セッ ト 時 の デー タ の 扱い に 関す る 指定 (/0. /NQ0, /V, /NV ) 


/Q リセ ッ ト 時 に RAM デ ィ ス ク の 初期 化 の 確認 を する 
リセ ッ ト 時 デー タ エ ラ ー が あれ ば [初期 化 / 強 行 ] の メッ セー ジ を 表示 
ォ 衣 員 

/NQ * リセ ッ ト 時 に RAM デ ィ ス ク の 初期 化 の 確認 を し な い ( デ フォ ルト ) 
リセ ッ ト 時 に デー タ エ ラ ー が あれ ば 初期 化し ます . 

/V 揮発 モー ド 
リセ ッ ト 時 に RAM デ ィ ス ク を 初期 化し ます . 

/NV * 不揮発 モー ド ( デ フォ ルト ) 


リセ ッ ト 時 に RAM デ ィ ス ク を 初期 化し ませ ん . 
プロ テク トメ モリ を 使用 し て いる 場合 は , リセ ッ ト 時 に RAM デ ィ ス ク は 必ず 初期 化 さ 
れ ま す . 


オプ ション 2 
ヤ ア クセ スラ ンプ の 指定 (/A, /NA) 
/A=yyXXZ アク セス ラン ブ を 表示 する 
/NA * アク セス ラン ブ を 表示 し な い ( デ フォ ルト ) 


yyxxz= で RAM デ ィ ス ク の アク セス ラン プ の 表示 位置 を 指定 し ます . 

アク セス ラジ シブ は フロッピ イデ ィ イズ スク 5 ハー ニード デイ スク に あめ る LED の アク ラン 
プ と 同様 の も の で す . RAM デ ィ ス ク の リー ドラ イト に 伴 な う ア クセ ス を 画面 に 表示 し 
ます . 


・ ラ イン 座標 

yy で ライ ン 座 標 を 指定 し ます . ライ ン 座 標 を 数 字 の 代わ り に FN と 指定 する と ファ ン 
クシ ョ ン ラ イン の 位置 に なり ま す . 各 デ ィ ス プレ イモ ー ド と 座標 の 指定 範囲 は 以下 
の と お り で す . 必ず 2 桁 で 指定 し て くだ さい . 

・ ノ フー マル モー ド (20 ラ イン ) : 00 ン 19, FN 

・ ノ ノーマル モー ド (25 ラ イン ) : 00 ン 24, FN 

・ ハ イレ ゾ リ ュー ショ ン モ ー ド (25 ラ イン ) : 00 ン 24, FN 

72N 有 ポ 以 ツリ ユニ シヨ タ 下 一 民 (31 ラ DK 06030 FN 

現在 の ライ ン 数 を 超え だ 指定 を し た 場合 は , ファ ンク ショ ン ラ イン の 位置 と な り ま 
9 
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1.14. 10S10.EXE 


・ カ ラム 座標 
xx で カラ ム 座 標 を 00 ン 79 の 範囲 で 指定 し ます . 必ず 2 桁 で 指定 し て くだ さい . 


=: 色 
z で 色 コ ー ド を 指定 し ます . (0: 黒 色 , 1= 赤 色 , 2= 緑 色 , 3= 黄 色 , 4= 青 色 , 5 紫色 ( マ 
ゼン タ ), 6= 水 色 ( シ アン ), 7= 白 色 ) 


例 ) /A=00001 


2 , カラ ム 0 に 赤色 で アク セス ラン ブ を 表示 
/A=FN793 ヲ 


ン ラ イン , カラ ム 79 に 黄色 で アク セス ラン ブ を 表示 


// 
山 


〒 ヤ RAM ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト (/W., /NW) 
/W RAM デ ィ ス ク に 対し て ライ ト プ ロ テク ト を か が ける 
/NW * RAM デ ィ ス ク に 対し て ライ ト プ ロ テク ト を が け な い (デフ ォ ル ト ) 
現在 設定 され て いる RAM デ ィ ス ク に 対し て ライ ト プ ロ テク ト を か が かけ ます . 
ライ トブ プロ テク ト を か が けた 場合 は RAM デ ィ ス ク に 対し て 書き 込み が で き な く な り ま す . 


オプション 3 
ヤヤ RAM デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト (/F) 
使用 中 の RAM デ ィ ス ク を フォ オー マ ッ ト し ます . 
RAM デ ィ ス ク の デー タ は 消去 され ます の で 重要 な デー タ は ハー ド デ ィ スク , フロ ッ ピ 
ィ デ ィ ス ク な ど に 退避 し て お いて くだ さい . 
RAM デ ィ ス ク を 複数 台 設定 し て いる 場合 に は , ドラ イブ 指定 が 必要 で す . 


ヤマ ヘル プ 表 示 (/?) 
使用 方 法 を 表示 し ます . 


人 @ 注 意 
・ プ ロ テ ク トメ モリ を 使用 し て いる 場合 (仮想 メモ リマ ネー ジ や 使用 時 ) は , "/NV" オ ブ 
ショ ン の 有無 に か か わら ず RAM デ ィ ス ク は リセ ッ ト 時 に 初期 化 さ れ ま す . 
・RAM デ ィ ス ク は IO0S10.EXE, I0S10R.EXE で 設定 し た ドラ イブ を 合わ せ て 最大 8 台 ま で 登 
録 で きま す . 
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人 @ 設 定例 
DEVICE=I0S10.EXE 2048 /X /L=512 /D=192 /C=2 /V /A=FN791 

RAM ディ スク サイ ズ 2048K バ イト 
使用 メモ リ XMS で 提供 され る メモ リ (EMB) 
ウラ スタ 3 人 多 512K バ イト 
ディ レク トリ 数 192 個 
セク タ ザ イズ 2 ウン クタ ズ ク ジ ダ 
リセ ッ ト 時 初期 化す る 
の セラ シ ジ ラウ ァ ンタ ショ ン ラ イン , 79 カ ラム , 赤色 


DEVICE=I0S10.EXE 4096 /E /L=1024 /D=384 /C=4 /NV /NA 


RAM デ ィ ス クサ イズ 4096K バ イト 

使用 メモ リ EMS で 提供 され る メモ リ 
ムル みく 1024K バ イト 

ディ レク ドリ 数 384 個 

LCPZ/ ら kp 衣 の 4 4 ラク タラ スタ 

リセ ッ ト 時 初期 化し な い 

2 の t22 ス ラジ ジブ 表示 し な い 


DEVICE=I0S10.EXE 1024 /E 

RAM デ ィ ス ク 台 数 2 台 

RAM デ ィ ス クサ イズ 各 1024K バ イト 

使用 メモ リ EMS で 提供 され る メモ リ 
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1.15. 10S10R. EXE 


1.15. FD 互 換 RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ (IOS10R. EXE ) 


信 検 能 
各種 メモ リ に 対応 し た FD 互 換 RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ で す . 
RAM デ ィ ス ク と し て 使用 する 場合 は , CONFIG. SYS に デバ イス 登録 し ます . 
複数 台 (I0S10.EXE, I0S10R.EXE 合 わせ て 最大 8 台 ) の RAM デ ィ ス ク を 設定 する こと も で き 
ます . その 場合 は 台数 分 の RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ の デバ イス 登録 が 必要 で す . 
コマ ンド ライ ン よ り 実 行 し た 場合 は , FD 互 換 RAM デ ィ ス ク の コン トロ ー ラ と し て 機能 し 
ます . 


信書 式 1 
RAM デ ィ ス ク を CONFIG. SYS に デバ イス 登録 する 場合 の 書式 で す . 
DEVICE=I0S10R.EXE [オプ ショ ン 1] [オプ ショ ン 2] 


人 @ 書 式 2 
コン トロ ー ラ と し て コマ ンド ライ ン か ら 使 用 する 場合 の 書式 で す . 
I0S10R [ドラ イブ 名 ] [オブ ショ ン 2] [オプ ショ ン 3] 


人 @ ド ライ ブ 名 
コン トロ ー ル 対象 の RAM デ ィ ス ク ド ラ イブ を 指定 し ます . 
この ドラ イブ 指定 は , RAM デ ィ ス ク を 複数 台 設定 し た 場合 に 必ず 指定 し て くだ さい . 


旬 オ プシ ョ ン 1 
〒 ヤ 対象 メ モリ の 指定 (/E. /B. /X) 
/E RAM デ ィ ス ク と し て EMS で 提供 され る メモ リ を 使用 する 
/B RAM デ ィ ス ク と し て BMS で 提供 され る メモ リ を 使用 する 
/X RAM デ ィ ス ク と し て XMS で 提供 され る メモ リ を 使用 する 


/E, /B, /X ど れ か 1 つ を 指定 し て くだ さい . 複数 指定 する こと は で きま せん . 
また , 省略 し た 場合 は EMS, BMS, XMS の 順に 利用 可能 な メモ リ を サー チ し ます . 
利用 可能 な メモ リ が 見 つか ら な い 場 合 は エラ ー と な り ま す . 


ヤメ ディ アタ イプ の 指定 (/M, /D, /9) 


/M 1.25M バ イト 互換 (2HD)RAM デ ィ ス ク の 指定 
/D 640K バ イト 互換 (2DD)RAM デ ィ ス ク の 指定 
/9 720K バ イト 互換 (2DD)RAM デ ィ ス ク の 指定 


省略 する こと は で きま せん . 省略 する と エラ ー に な り ま す . 
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ヤ デ ー タ チェ ッ ク に 関す る 指定 (/S, /NS ) 
/$ * チェ ッ ク サ ム に よる デー タチ エッ ク を 行なう (デフ ォ ル ト ) 
/NS デー タチ ェ ッ ク を 行なわ な い 
RAM デ ィ ス ク 内 の デー タ の 安全 性 の た め に セク タタ 単位 の チェ ッ ク サ ム に よる デー タチ 
ェ ッ ク を 行ない ます . デー タチ ェ ッ ク を 行なわ な い 場 合 , "/NV" オ ブシ ョ ン は 無効 に 
な り ま す . (た だ し , 当社 製 ハ ー ド ウェ ア EMS ボ ー ド と EMM4J. SYS を 使用 し て いる 場合 
で , デー タ が 正常 に 残っ つて いる と 判断 し た と き は , "/NV" オ ブシ ョ ン は 有効 に な り ま 
9 


ヤリ セッ ト 時 の デー タ の 扱い に 関す る 指定 (/0, /NQ. /V, /NV ) 


/9 リセ ッ ト 時 に RAM デ ィ ス ク の 初期 化 の 確認 を する 
8 リセ ッ ト 時 デー タ エ ラ ー が あれ ば [初期 化 / 強 行 ] の メッ セー ジ を 表示 

し ます . 

/NQ * リセ ッ ト 時 に RAM デ ィ ス ク の 初期 化 の 確認 を し な い ( デ フォ ルト ) 
リセ ッ ト 時 に デー タ エ ラ ー が あれ ば 初期 化し ます . 

/ 揮発 モー ド 
リセ ッ ト 時 に RAM デ ィ ス ク を 初期 化し ます . 

/NV * 不揮発 モー ド ( デ フォ ルト ) 


リセ ッ ト 時 に RAM デ ィ ス ク を 初期 化し ませ ん . 
プロ テク トメ モリ を 使用 し て いる 場合 は , リセ ッ ト 時 に RAM デ ィ ス ク は 必ず 初期 化 さ 
れ ま す . 


@ オ プシ ョ ン 2 
ヤ ア クセ スラ ンプ の 指定 (/A, /NA) 
/A=yyxxZ アク セス ラン プ を 表示 する 
/NA * アク セス ラン プ を 表示 し な い ( デ フォ ルト ) 


yyxxz= で RAM デ ィ ス ク の アク セス ラン ブ の 表示 位置 を 指定 し ます . 

アク セス ラン ブ は , フロ ッ ビ ピ ィ ディ スク , ハー ド デ ィ スク に ある LED の アク セス ラン 
プ と 同様 な も の で す . RAM デ ィ ス ク の リー ドラ イト に 伴 な う ア クセ ス を 画面 に 表示 し 
ます . 


・ ラ イン 座標 
yy で ライ ン 議 標 を 指定 し ます . ライ ン 座 標 を 数 字 の 代わ り に FN と 指定 する と ファ ン 
クシ ョ ン ラ イン の 位置 に な り ま す . 各 デ ィ ス プレ イモ ー ド と 座標 の 指定 範囲 は 以下 
の と お り で す . 必ず 2 桁 で 指定 し て くだ さい . 
・ ノ ソー マル レモ ー ド (20 ラ イン ) : 00 ン 19,。 FN 
・ フ ー マ ル レモ ー ド (25 ラ イジ ).: 00cZ245 FN 
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・ ハ イレ ゾ リ ュー ショ ン モ ー ド (25 ラ イジ) : 00 ン 24 FN 

・ ハ イレ ジリ ュー ジョ ジ モ ー ド (31 ラ イシ 9) 3 0022307:FN 
現在 の ライ ン 数 を 超え た 指定 を し た 場合 は , ファ ンク ショ ン ラ イン の 位置 と な り ま 
す . 


・ カ ラム 座標 
xx で カラ ム 卒 標 を 00 ン 79 の 範囲 で 指定 し ます . 必ず 2 桁 で 指定 し て くだ さい . 


*・ 色 
z で 色 コ ー ド を 指定 し ます . (0= 黒 色 , 1= 赤 色 , 2= 緑 色 , 3= 黄 色 , 4= 青 色 , 5= 紫 色 ( マ 
ゼン タ ), 6= 水 色 ( シ アン ), 7= 白 色 ) 


例 ) /A=00001 ライ ン 0, カラ ム 0 に 赤色 で アク セス ラン ブ を 表示 
/A=FN793 ファ ンク ショ ン ラ イン , カラ ム 79 に 黄色 で アク セス ラン ブ を 表示 


RAM ディス ク の ライ ト プ ロ テク ト (/W. /NW) 
/W RAM デ ィ ス ク に 対し て ライ ト プ ロ テク ト を か が ける 
/NW * RAM デ ィ ス ク に 対し て ライ ト プ ロ テク ト を が か け な い (デフ ォ ル ト ) 
現在 設定 され て いる RAM デ ィ ス ク に 対し て ライ トブ プロ テク ト を か が かけ ます . 
ライ ト プ ロ テク ト を か が けた だ 場合 は RAM デ ィ ス ク に 対し て 書き 込み が で き な く な り ま す . 


オプ ショ ン 3 
ヤマ RAM デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト (/F) 
使用 中 の RAM デ ィ ス ク を フォ オー マッ ト し ます . 
RAM デ ィ ス ク の デー タ は 消去 され ます の で 重要 な お な データ は ハー ド デ ィ スク , フロ ッ ピ 
イィ ディ スク な ど に 退避 し て お いて くだ さい . 
RAM デ ィ ス ク を 複数 台 設定 し て いる 場合 に は , ドラ イブ ゴブ 指定 が 必要 で す . 


ヤマ ヘル プ 表 示 (/?) 
使用 方 法 を 表示 し ます . 


人 @ 注 意 
・ プ ロ テ ク トメ モリ を 使用 し て いる 場合 (仮想 メモ リマ ネー ジ や 使用 時 ) は , "/NV" オ ブ 
ショ ン の 有無 に か か わら ず RAM デ ィ ス ク は リセ ッ ト 時 に 初期 化 さ れ ま す . 
・RAM デ ィ ス ク は IO0S10.EXE, I0S10R. EXE で 設定 し た ドラ イブ を 合わ せ て 最大 8 台 ま で 登 
録 で きま す . 
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人 @ 設 定例 
DEVICE=I0S10R.EXE /M /B /A=FN791 
2 プン 2 タイ ブ 1.25M バ イト (2HD) タ イブ 
対象 メモ リ BMS に よっ つて 提供 され る メモ リ 
の グン 以 ラ ウラ ジ ァ シク ショ ウラ タラ イン, 79 カラ ぬ 』 赤色 


DEVICE=I0S10R.EXE /E /9 /V 


に 222 に ン バ 1 720K バ イト (20D) タ イプ 
対象 メモ リ EMS に よっ て 提供 され る メモ リ 
リセ ッ ト 時 デー タ の 初期 化 行なう 


A>I0S10R E: /F 回 
E ド ライ ブ の RAM デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト 


A>IOS10R F: /W 回 
F ド ライ ブ の RAM デ ィ ス ク ヘ ライ ト プ ロ テク ト を か が ける 
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1.16. 10SDMY. SYS 


1.16. ダミ ー ド ライ ブ ド ラ イ バ (IOSDMY. SYS) 


信 歓 能 
RAM デ ィ ス ク の ドラ イブ 名 を 固定 させる た だ た め の ダ ミー ドラ イブ を 設定 し ます . 
人 @ 書 式 
DEVICE=I0SDMY. SYS [オブ プ ション] 
@ オ プシ ョ ン 
/R=n 固定 する RAM デ ィ ス ク の ドラ イブ 名 
人 解説 


指定 し た ドラ イブ の 前 まで を ダミ ー ド ライ ブ と する こと に より RAM デ ィ ス ク の ドラ イブ 
名 を 固定 さ は る こと が で きま す . 


人 @ 注 意 
・RAMINF と の 併用 は で きま せん . 
・RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ よ り 先 に デバ イス 登録 し て くだ さい . 
・ ダ ミー ドラ イブ を 含め た ドラ イブ の 合計 が 16 台 を 越え な いよ うに し て くだ さい . 
・MS-DOS5. 0/3.3C/3.3D で 使用 し た 場合 , 後に 登録 し た FD 互 換 の RAM デ ィ ス ク に 対し て , 
MS-D0S の FORMAT, DISKCOPY コ マン ド が 使用 で きま せん . 


人 @ 設 定例 
DEVICE=I0SDMY.SYS /R=I 
DEVICE=I0S10.EXE 2048 /E 
RAM デ ィ ス ク を 【 ド ライ ブ に 設定 
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1.17. LUMB、COM 


1.17. TSR 用 UMB ロ ー ダ ー(LUMB. COM) 


人 @ 失 能 
UMB エ リア に TSR を ロー ド し ます . 
メイ ン メ モリ の フリ ー エ リア が 増加 し ます . 


人 @ 書 式 
LUMUB[ オ プション] [ファ イル 名 ] 
の オプ ショ ン 
/I UMB の 使用 状況 表示 
現在 の UMB の 使用 状況 を 表示 し ます . 
/M メイ ン メ モリ り ペ の 一 ド 
UMB に ロー ド で きる 容量 が な い 場 合 や メモ リマ ネー ジャ が イン スト ー 
ル さ れ て いな い 場 合 は メイ ン メ モリ に ロー ド し ます . 
人 @ 注 意 


・UMB へ デバ イス ドラ イ バ を ロー ド す る 場合 は , あら か じ め メ モリ マネ ー ジ ヤ (EMM4J. 
SYS/VMM386. SYS) の デバ イス 登録 に お いて "/U" オ ブシ ョ ン を 使用 し , UMB エ リア を 確保 
し で お いて くだ さい . 

・UMB へ ロー ド し た TSR の 常駐 解除 は , ロー ド し た TSR の 常駐 解除 方 法 に し た が つて くだ 
さ し い し 

・TSR の プロ グラ ムサイ ズ よ り 空 き UMB エ リア が 小さ い 場 合 は , UMUB エ リア へ の ロー ド は 
行なわ れ ま せん . 

・UMB エ リア を 越え て TSR が ロー ド さ れ た だ 場合 に は , 正しく 動作 し な いこ と が あり ます . 


人 @ 使 用 例 
A>LUMB MOUSE 回 
MOUSE. COM を UMB エ リア ヘ へ ロード する 
A>LUMB /M DOSKEY 回 
DOSKEY.COM を UMB エ リア まだ た は メイ ン メ モリ ヘ ロ ー ド する 


1.18. LUMB. SYS 


1.18、 デバ イス ドラ イ バ 用 UMB ロ ー ダ ー(LUMB. SYS ) 


人 @ 機 能 
UMB エ リア に デバ イス ドラ イ バ を ロー ド し ます . 
キャ ラク タ 型 , ブロ ッ ク 型 いずれ の デバ イス ドラ イ バ も ロー ド で きま す . 
ADDDRV, DELDRV に よる 合用 も 可能 で す . 


人 @ 書 式 
DEVICE=LUMB. SYS [オプ ショ ン ] [ファ イル 名 ] 
@ オ プシ ョ ン 
/{ 使用 メモ リ の 状況 の 表示 
UMB に ロー ド し た デバ イス ドラ イ バ の 情報 を 表示 し ます . 
/M メイ ン モ り べ の 回 ドド 
UMB に ロー ド で きる 容量 が な い 場 合 や メモ リマ ネー ジャ が イン スト ー ル 
され て いな い 場 合 は メイ ン メ モリ に ロー ド し ます . 
/S=xxXXX ロー ド す る デバ イス ドラ イ バ が 使用 する メモ リサ イズ の 指定 
xxxxx= デ バイ ス ド ラ イ バ が 使用 する メモ リサ イズ を あら か が じ め 16 進 数 5 
桁 の バイ ト 数 で 指定 し ます . 
/T[=0] メッ セー ジ 表 示 の 禁止 
LUMB. SYS の ロー ド メ ッ セー ジ を 表示 し ませ ん . 
@ フ ァイル 名 


UMB エ リア に ロー ド す る デバ イス ドラ イ バ を 指定 し ます . 
ロー ド す る デバ イス ドラ イ バ の バラ メー タ , オブ ショ ン も 続け て 指定 し ます . 


人 @ 注 意 

・UMB ヘ デバ イス ドラ イ バ を ロー ド す る 場合 は , あら か じ め メ モリ マネ ー ジ ャ (EMM4J. SY 
S/VMM386. SYS) の デバ イス 登録 に お いて "/U" オ プシ ョ ン を 使用 し , UMB エ リア を 確保 し 
て お いて くだ さい . 

・UMB エ リア へ ヘ ロ ー ド する デバ イス ドラ イ バ は フル バス で 指定 し , 必要 な バラ メー タ , 
オブ ショ ン 類 も 併せ て 記述 し て くだ さい . 

・ 構 造 的 に 11 以 上 の デバ イス 名 を 持つ デバ イス ドラ イ バ は , UMB エ リア に ロー ド で きま 
せん . 
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・ デ バイ ス ド ラ イ バ の プロ グラ ムサイ ズ よ り , 空き UMB エ リア が 小さ い 場 合 は UMB エ リア 
へ の ロー ド は 行なわ れ ま せん . 

・UMB エ リア を 超え て デバ イス ドラ イ バ が ロー ド さ れ た だ 場合 に は 正しく 動作 し な い 場 合 
が あり ます . 


人 @ 設 定例 
DEVICE=LUMB. SYS I0S10.EXE 2048 /E /A=FN791 
1I0S10.EXE を UMB エ リア ヘ へ ロー ド す る 
DEVICE=LUMB.SYS /M /S=01200 MOUSE. SYS 
MOUSE. SYS を UMB エ リア まだ た は メイ ン メ モリ ヘ へ ロード す る 


43 


1.19. MEMOFF. SYS 


馬 
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19. ハイ レゾ モー ド 和 補助 ドラ イ バ C(MEMOFF. SYS ) 


機能 
ハイ レゾ リュ ーション モー ド で EMM4J.SYS を 使用 する 場合 に 使用 し ます . 


書式 
DEVICE=MEMOFF. SYS 


解説 

ハイ レゾ リュ ーション モー ド で は , 通常 ベー ジフ レー ム を 割り 当て る た め の 拡 張 ROM 領 
域 が 32K バ イト し か あり ませ ん . し た が っ て , 64K バ イト 連続 の ベー ジフ レー ム が 確保 で 
きま せん . 

この MEMOFF. SYS を 使用 する と , 768K バ イト ある メイ ン メ モリ の 一 部 に ベー ジフ レー ム を 
確保 する こと が で きま す . 


注意 
・ メ モリ スイ ッ チ の メイ ン メ モリ 容量 を 640K バ イト に 設定 し て くだ さい . 
・MEX.EXE を 使用 する と , メイ ン メ モリ が 640K バ イト か ら 704Kbyte に な り ま す . 
・ リ セッ ト は [CTRL]+[GRPH]+[DEL] で 行なっ つて くだ さい . 

その 際 , キー を あま り 長 く 押し 続け な いで くだ さい . 
・EMM4J.SYS 専 用 で す . VMM386.SYS で は 必要 あり ませ ん . 


設定 例 
DEVICE=\MDEV\I0S10\MEMOFF. SYS 
DEVICE=\MDEV\I0S10\EMM4J.SYS /W=BO-BC /4 


1.20. MEX.EXE 


1.20. ハ イレ ゾ モ ー ド 補助 コマ ンド (MEX.COM) 


人 @ 機 能 
ハイ レゾ リュ ーション モー ド で EMM4J. SYS+MEMOFF. SYS, VMM386. SYS で EMS を 設定 し た 場 


合 , どう し て も 704K バ イト の メイ ン メ モリ を 確保 で き な い 場合 に 640K バ イト の メイ ン メ 
モリ を 704K バ イト まで 使用 で きる よう に 拡張 し ます . 


@ 書 式 
MEX 


人 @ 注 意 
EPSON MS-DOS5.0 を 使用 する 場合 は 必ず 使用 し て くだ さい . 


@ 解 説 
通常 ,。 MEX.COM を 使用 し な く て も 704K バ イト の メイ ン メ モリ は EMM4J.SYS, VMM386. SYS 


に より 確保 され ます . どう し て も それ だ け で は 704K バ イト の メイ ン メ モリ が 確保 され な 
い 場 合 に 使用 し て くだ さい . 

動作 と し て は , MEMOFF. SYS に より 分 離さ れ た 128K バ イト 中 の ベー ジフ レー ム 外 の 64K バ 
イト (A0000h ン AFFFFh) を メイ ン メ モリ と し て 使用 で きる よう に し ます . 

これ に より 640K バ イト の メイ ン メ モリ が 704K バ イト に 拡張 され ます . 
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1.21. RAMINF.COM 


1.21. RAM デ ィ ス ク 補 助 コ マン ド (RAMINF. COM) 


信 歓 能 


RAM デ ィ ス ク の 補助 コマ ンド と し て 以下 の 機能 が あり ます . 
① 日 本 語 FEP の 辞書 ドラ イブ を RAM デ ィ ス ク ド ラ イブ へ 変更 
②RAM デ ィ ス ク の 状態 取得 

③RAM デ ィ ス ク ド ラ イブ を 環境 変数 へ セッ ト 


@ 書 式 


RAMINF [オブ プション] 


@ オ プシ ョ ン 
/An 


/C 
/M 
/N 
/Rn 
/VA 


/VB 
/D[= 晴 要 数 る ] 


人 @ 返 り 値 


ATOK4/5/6/7 の 辞書 / 外 字 ド ライ ブ を RAM デ ィ ス ク ド ラ イブ へ 変更 し ます . 
n=1: 辞 書 n=2: 外 字 n=3: 辞 書 と 外字 

/An, /VA, /VB, /M 使 用 時 日 本 語 FEP の チェ ッ ク を し ませ ん . 

バン ク ド ラ イ バ 使 用 時 に 使用 し ます . 

バン ク ド ラ イ バ 使 用 時 以外 は 指定 し な いで くだ さい . 

松茸 86/Ver2 の 辞書 ドラ イブ を RAM デ ィ ス ク ド ラ イブ へ 変更 し ます . 
カレ ント ドラ イブ の 変更 は せ ず に 辞書 ドラ イブ の み 変 更 し ます . 
カレ ント ドラ イブ を 変更 する RAM デ ィ ス ク ド ラ イブ を 指定 し ます . 
n= 変 更 す る RAM デ ィ ス ク を 1 へ 8 で 指定 し ます . 

VJE-qa/ と の 辞書 ドラ イブ を RAM デ ィ ス ク ド ラ イブ へ 変更 し ます . 
VJE- B の 辞書 ドラ イブ を RAM デ ィ ス ク ド ラ イブ へ 変更 し ます . 

/D の み 指 定 の 場合 は , 環境 変数 "TMP" に セッ ト し ます . 

あら か じ め 使 用 する 環境 変数 を セッ ト し て くだ さい . 


255:RAM デ ィ ス ク な し 


3: 初 期 化 


2: 一 部 初期 化 
1: 非 初期 化 
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1.21. RAMINF.COM 


人 @ 解 説 
①RAM デ ィ ス ク の ドラ イブ 名 を 特に 意識 し な いで カレ ント ドラ イブ を RAM デ ィ ス ク ド ラ 
イブ へ 変更 で きま す . 
また , 日 本 語 FEP(ATOK4/5/6/7, VJE- qa / と /B, 松茸 86/Ver.2) の 辞書 ドラ イブ も RAM 
ディ スク ドラ イブ へ 変更 で きま す . 


②RAM デ ィ ス ク が どん な 状態 か を 調べ て 値 を 返し ます . 
その 返す 値 を バッ チ フ ァイル の ERRORLEVEL で 分 岐 処 理 す る こと に より 非 初期 化 の 際 の 
処理 が 容易 に な り ま す . 


③ 現 在 の RAM デ ィ ス ク ド ラ イブ 名 を 環境 変数 に セッ ト し ます . 
セッ ト し た 環境 変数 を 参照 する だ け で RAM デ ィ ス ク の ドラ イブ 名 を 取得 で きま す の で 
RAM デ ィ ス ク が 絡ん だ バッ チ 処 理 等 に お 使い くだ さい . 
参照 は , 「% 環 境 変数 名 %」 の 記述 と た なり ます . 
指定 し た 環境 変数 名 が 見 つか ら な い 場 合 は, エラ ー 表 示 と な り ま す . 
例 ) 
A>SET WORK=C: 回 
A>RAMINF /D=WORK 回 


人 @ 使 用 例 
A>RAMINF /A3 回 
ATOK7 の 辞書 と 外字 の ドラ イブ 指定 RAM デ ィ ス ク ド ラ イブ と する 


A>SET TMP=A: 回 


A>RMAINF /D 回 
RAM デ ィ ス ク の ドラ イブ 名 を 環境 変数 "TMP" へ セッ ト す る 
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1.22. MSTAT.EXE 


1.22. メモ リ 使 用 状況 の 表示 (MSTAT. EXE) 


人 @ 歓 能 


人 @ 書 式 


旬 オ プシ ョ ン 
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LIM EMS。 XMS,。 VCPI, DPMI。 BMS, メ イン メモ リ , UMB の 使用 状況 を 表示 し ます . 


MSTAT [オプ ショ ン ] 


/A 


/B 


/D 


/E 


/M 


/P 


/U 


/V 


/X 


MA 


すべ て の メモ リ の 情報 表示 

/E, /X, /U, /V, /D, /B, /M で 表示 する 情報 を すべ て 表示 し ます 
BMS 情 報 表示 

BMS マ ネー ジャ に 関す る 情報 を 表示 し ます . 

DPMI 情 報 表 示 

DPMI サ ー バ に 関す る 情報 を 表示 し ます . 

LIM EMS 情報 表示 

LIM EMS の バー ジョ ン , ベー ジフ レー ム ア ド レス , メモ リ 総 容量 , 使用 
容量 , 使用 状況 な ど を 表示 し ます . 

メイ ン メ モリ 情報 表示 

メイ ン メ モリ の 使用 状況 を 表示 し ます . (デフ ォ ル ト ) 
ポー ズ 

ー 画 面 ご と に 表示 し ます . 

UMB 情 報 表 示 

UMB の 使用 状況 を 表示 し ます . 

VCPI 情 報 表 示 

VCPI サ ー バ に 関す る 情報 を た 表示 し ます . 

XMS 情 報 表 示 

バー ジョ ン , ドラ イ バ リ ビジ ョ ン , HMA 情 報 , EMB 容量 な ど を 表示 し ます . 
ヘル プ 

使用 方 法 を 表示 し ます . 


1.23. RSETUP.EXE 


1.23. PC34R セ ッ ト ア ッ プ CRSETUP. EXE) 


信 機 能 
PC34R の セッ ト ア ッ プ を 行ない ます . 


@ 書 式 
RSETUP 


欠 解 説 
詳し い 操 作 方 法 は PC34R の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい . 
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1.24. RSTAT. EXE 


1.24. PC34R ス テー タス 表示 (RSTAT. EXE ) 


人 @ 歓 能 
PC34R の 現在 の 設定 状況 を 表示 し ます . 
オブ ショ ン を 省略 し だ 場合 は , 現在 の 設定 状況 を 表示 し ます . 


@ 書 式 
RSTAT [オプ ショ ン ] 


オプ ション 
/L 合用 機種 名 , 導入 年 月 日 を 表示 し ます . 


急 使用 例 
A>RSTAT /L 回 
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1.25. SPL.COM 


1.25. スプ ー ラ (SPL. COM) 


人 @ 機 能 


プリ ンタ へ の 出力 デー タ を いつ だ た ん メモ リ 上 に 貯め て お き , 貯め た デー タ を 一 定 の 間隔 
で ブリ ンタ へ 出力 する こと に より アブ リケーション な ど で の 印刷 待ち 時 間 の 短縮 が は か 


れ ま す . 


人 @ 書 式 


SPL [オプ ション] 


@ オ プシ ョ ン 
/dddd 


人 @ 注 意 


スプ ー ル バッ ファ へ の 割り 当て る メモ リ 容 量 を 設定 し ます . 

dddd=10 進 数 で BMS の 場合 は バン ク 数 単位 で 1 ン 255 の 範囲 , EMS の 場合 は 
ベー ジ 数 単位 で 1 ン 2047 の 範囲 で 設定 し ます . 

(1 バン ク :128K バ イト , 1 ベ ページ:16K バ イト ) 

容量 の 指定 が な い 場 合 は , 空き メモ リ す べ て を スプ ブー ル バ ッ ファ に 割り 
当て ます - 

EMS メ モリ ヘス プー ル バ ッ ファ を 割り 当て ます . 

?/E" が 付加 され て な い 場 合 は , BMS メ モリ ヘス プー ル バ ッ ファ を 割り 当 
Ke あ - 訂 

タイ ニー モー ド の 指定 で す . 

PRINT.COM/EXE は 必要 あり ませ ん . 

/T が 付加 され て いな い 場 合 は , PRINT.COM/EXE が 必要 で す . 

スプ ー ラ を 常駐 解除 し ます . 

PRINT.COM/EXE の 常駐 解 際 は し ませ ん . 

MS-DOS3.10 PS98-011 以 降 の PRINT.EXE は 常駐 解除 を 行なう こと が で きま 
- 記 


この スプ ブー ラ は CRT V-SYNC(OAh) を 使用 し て いま す . 

この 割り 込み を 使用 し て いる アプ リケーション の 場合 は , ご 使用 に な れ ま せん . 
また , I/0 ポ ボー ト を 直接 制御 し て いる 場合 , スプ ー ラ を 使用 し て も 効果 が あり ませ ん . 
いく ら , スプ ー ラ を 使用 し て も プリ ンタ の 印字 速度 に は 変化 は あり ませ ん . 


MS-DOS ver3.1 (PS98-011) 以 降 の PRINT.EXE は "/R" オ ブ プション を 付加 する こと に より 常 
駐 解 除 が で きま す . それ 以前 の PRINT.EXE, PRINT.COM 使 用 時 は 常駐 解除 は で きま せん . 
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1.25. SPL.COM 


久 設 定例 
A>SPL /E /128 回 


スプ ー ラ と し て EMS メ モリ を 128 ベ ペー ジ (2048K バ イト ) 使 用 
A>SPL /5 回 


スプ ブー ラ と し て BMS メ モリ を 5 バン ク (640K バ イト ) 便 用 


1.26. SPLST.EXE 


1.26. スプ ー ラ 制御 (SPLST. EXE) 


人 @ 検 能 
スプ ー ラ の 制御 を 行なう コン トロ ー ラ で す . 
人 @ 書 式 
SPLST [オプ ショ ン ] 
人 @ オ プシ ョ ン 
な し ステ ー タ ス 表 示 を 行ない ます . 
/C スプ ブール バッ ファ を クリ ア し ます . 
バッ ファ を クリ ア し た 際 は , ブリ ンタ 状態 を 正常 を 保つ た め プ リン タ に 
キャ ン セ ル (ESC 18h) お よび バイ カモ ー ド (ESC 48h) を 出力 し て いま す . 
/OFF スプ ブー ル を 停止 し ます . 
/ON ス ブ ー ル を 開始 し ます . 
/Tdddd 1 回 あたり の 転送 デー タ 量 (デフ ォ ル ト は 100) の 指定 を 行ない ます . 
dddd=10 進 数 で 100 ン 1000 の 範囲 で 指定 し て くだ さい . 
/R リア ル タ イ ム な ステ ー タ ス 表 示 を 行ない ます . 
@ 解 説 


1 回 あたり の 転送 デー タ 量 の 設定 の 最適 な 数 値 は .。 プリ ンタ の 機種 や 使用 する アブ リ ケ 
ーション や 出力 デー タ に よっ て 変っ て きま す の で , その 都度 お 確か めく だ さい . 
高速 な プリ ンタ を 使う 場合 や 野 線 , 絵 な どの ビッ トイ メー ジ の デー タ を 印字 する 場合 は 
数 値 を 大 きく し て くだ さい . 


人 @ 使 用 例 
A>SPLST /T500 回 
スプ ブー ラ の 1 回 あたり の 転送 デー タ 量 を 500 に 設定 
A>SPLST /R 回 
リア ル タ イ ム ス テ ー タ ス の 表示 
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1.27. TM98NT. EXE 


1.27. PIO0-98NT. 98NTII 用 メモ リ テ ス ト (TM98NT. EXE ) 


人 @ 機 能 
PI0-98NT, 98NTI の 動作 テス ト を 行ない ます . 


@ 書 式 
TM98NT 


人 @ 注 意 
メモ リ テ ス ト を 行う 場合 は , 必ず テス ト 対 象 の メモ リ が 一 切 , アプ リケーション 等 で 使 
用 され て な い 状 態 で 行 な つ て くだ さい . 
( 各 メ モリ マネ ー ジ ャ が 動作 し て いな い 状 態 と な る よう に MEMORY SERVER セ ッ ト ア ッ プ ブ 
メニ ュー か ら 実 行 し て くだ さい . ) 
メモ リ テ ス ト の 対象 と な る メモ リ が 使用 され て いる と 正常 に テス ト が 行なわ れ な い 場 合 
が あり ます . 


人 @ 使 用 例 
A>TM98NT 回 
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1.28. TMEM. EXE 


1.28. メモ リ テ ス ト (TMEM. EXE ) 


人 @ 検 能 
メモ リボ ー ド の 動作 テス ト を 行ない ます . 


@ 書 式 
TMEM 


@ 解 説 
動作 テス ト 対 象 の メモ リタ イブ ボー ド は 以下 の と お り で す . 
それ 以外 の メモ リタ イプ の ボー ド は サポ ー ト し て お り ま せん . 
・I・0 パ ンク ヌメ モリ 
・LIM EMS メ モリ (PIO-PC34 シ リー ズ ) 
ッ 自 玩 多 代 メ モリ 


念 注意 
メモ リ テ ス ト を 行う 場合 は , 必ず テス ト 対 象 の メモ リ が 一 切 , アプリケ ーション 等 で 使 
用 され て な い 状 態 で 行 な つ てく ださい. 
( 各 メ モリ マネ ー ジ ャ が 動作 し て いな い 状 態 と な る よう に MEMORY SERVER セ ッ ト ア ッ プ 
ョ メダ 三 コー が らら 実行 し で く 着 ざさ ぬ \.。 ) 
メモ リ テ ス ト の 対象 と な る メモ リ が 合用 され て いる と 正常 に テス ト が 行なわ れ な い 場 合 
が あり ます . 


人 @ 使 用 例 
A>TMEM 回 
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1.29. TMEP. EXE 


1.29. EP-286BOOK. EP-NTB 用 メモ リ テ ス ト (TMEP. EXE ) 


信 歓 能 
EP-286BOOK, EP-NTB の 動作 テス ト を 行ない ます . 


人 @ 書 式 
TMEP 


信 注 意 
メモ リ テ ス ト を 行う 場合 は , 必ず テス ト 対 象 の メモ リ が 一 切 , アプ リケーション 等 で 使 
用 され て な い 状 態 で 行なっ つて くだ さい . 
( 各 メ モリ マネ ー ジ ャ が 動作 し て いな い 状 態 と な る よう に MEMORY SERVER セ ジット アッ プ 
メニ ュー か ら 実 行 し て くだ さい . ) 
メモ リ テ ス ト の 対象 と な る メモ リ が 使用 され て いる と 正常 に テス ト が 行なわ れ な い 場 合 
が あり ます . 


信 使 用 例 
A>TMEP 加 
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1.30. TYPEM.COM 


1.30. テキ スト ファ イル の 表示 (TYPEM. COM) 


人 @ 機 能 
テキ スト ファ イル を 指定 行 数 ご と に 表示 し ます . 
ノー マル モー ド で の み 使 用 で きま す . ハイ レゾ モー ド で は 使用 で きま せん . 


人 @ 書 式 
TYPEM [ファ イル 名 ][ 表 示 行 数 ] 


@ フ ァイル 名 
表示 する テキ スト ファ イル 名 を 指定 し ます . 


久 表 示 行 数 
表示 停止 行 数 を 2 ン 24 の 範囲 で 指定 し ます . 
デフ ォ ル ト は 24 で す . 


久 解 説 
MS-D0S の TYPE コ マン ド と MORE コ マン ド を 合せ た コマ ンド で す . 
指定 し た 行 数 ご と に 停止 し ます の で スク ロー ル が 速 す ぎ て 内 容 確 認 が で き な い と いう こ 
と が な く な り ま す . 


@ キ ー 操 作 
[ROLL UP], [SAPCE] > 1 ペー ジリ Up 
[ROLL DOWN] : 1 ベー ジ Down 
[回 ], [11 : 1 行 Up 
[ 1] : 1 行 Down 
[ESC] : 終了 

人 @ 使 用 例 


A>TYPEM 24 README.TXT 回 


1.31. VMM386. SYS 


人 @ 機 能 


ペー ジ ク CCOR。 


@ 書 式 


@ オ プシ ョ ン 
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. 仮想 メモ リマ ネー ジャ (VMM386. SYS ) 


LIM EMS4.0, XMS2.0, VCPI1.0, DPMI0.9 の ファ ンク ショ ン を サポ ー ト し た 仮想 メモ リマ 
1386SX/SL/DX, 1486SX/DX 搭 載 機種 専用 で す . 


DEVICE=VMM386.SYS [オプ ショ ン ] 


ヤ EMS 関 連 (/E. /NE, /F. /W, /3, /4. /J) 


・LIM EMS 組 み 込 み 制 御 


/E 
/NE 


/F=xx 


/W=xx-yy,・・・ 


/3 


/4 
/J[=x] 


* LIM EMS を イン スト ー ル する (デフ ォ ル ト ) 


LIM EMS を イン スト ー ル し な い 

LIM EMS を 使用 し な い 場 合 に 指定 し ます . 
"/NE" 付 加 時 VCPI は イン スト ー ル され ませ ん . 
Windows 使 用 時 は "/NE" は 指定 で きま せん . 


・LIM EMS フ レー ム 制 御 


ベー ジフ レー ム (64K バ イト ) の 先頭 アド レス の セグ メン ト を 指定 
xxx セ グ メ ント 上 位 1 バ イト を 指定 し ます . 
C0,C4,C8,CC,D0 の いずれ か を 設定 し て くだ さい . 
省略 し だ 場合 は , 自動 サー チ に て 空い て いる 部 分 に ベー ジフ レー 
ム を 割り 当て ます . 


強制 的 に 割り 当て る ベー ジフ レー ム ア ド レス を 指定 
xx-yy=16K バ イト 単位 の アド レス を 指定 し ます . 連続 し て いる 領 
域 は "-"( ハ イフ ン ) で つなぎ , 複数 ある 領域 は ","( カ ンマ) で 区 切 
つて 指定 し ます . 

拡張 ボー ド の BIOS ROM な ど が 存在 し て いた だ 場合, その 拡張 ボー ド 
の BIOS ROM が 無効 に な り ま す . 


・LIM EMS モ ー ド 制御 


LIM EMS3. 2 互換 モー ド 
この モー ド で は VCPI は イン スト ー ル され ませ ん . 


* LIM EMS4.0 互 換 モ ー ド (デフ ォ ル ト ) 


拡張 LIM EMS4.0 モ ー ド 


例 ) /F=CO 
/F=DO 
/W=CO-CC 
/W=D0-DC 
/W=CC 
/J=2 


1.31. VMM386. SYS 


LIM EMS を 拡張 し , 最低 1 個 の ウィ ンド ウ で も 動作 する よう に し た 
ーー に SGC9h。 

一 般 に MEMORY SERVER の 機能 以外 に この モー ド で 動作 する EMS 対 応 
アプ リケーション は あり ませ ん の で 指定 する 場合 に は 注意 し て く 
だ さ %)。 

x=1 ン 4 の 範囲 で ウィ イン ドウ 数 を 10 進 数 で 指定 し ます . 

ウィ ンド ウ の 指定 を 省略 し た 場合 は デフ ォ ル ト と し て 1 ウィ ンド 
ウ 確 保 さ れ ま す . 


C0000h ン CFFFFh を ベー ジフ レー ム と し て 使用 
D0000h ン DFFFFh を ベー ジフ レー ム と し て 使用 
C0000h ン CFFFFh の 64K バ イト を ベー ジフ レー ム と し て 割り 当て る 
DO0000h ン DFFFFh の 64K バ イト を ベー ジフ レー ム と し て 割り 当て る 
サウ ンド ボー ド BI0S ROM を ベー ジフ レー ム と し て 強制 的 に 使用 
拡張 LIM EMS4.0 モー ド , ウィ ンド ウ 数 2 に 設定 


・ 割 り 込 み ベ クタ の 参照 指定 


/REF67 


ヤ XMS 関 連 (/X. /NX, /H, 
・XMS 組 み 込み 制御 
/X * 


/NX 


・HMA 組 み 込 み 制 御 
/H=dd * ま 


INT 67h 割 り 込 み ベ クタ を 参照 する 

INT 67h を フッ ク す る 必要 が ある プロ グラ ム を 実行 する 場合 に , 
指定 し ます . EMS フ ァ ン クシ ョ ン の 実行 速度 が 若干 低下 し ます . 
RTLINK (C) Pocket Soft Inc. を ご 使用 に な る 場合 に は 必ず 指定 
し 共 ぐ 計 0⑩⑪ 


/NH., /U. /NU) 


XMS を イン スト ー ル する (デフ ォ ル ト ) 
この オプ ショ ン を 指定 する と , 以下 の ファ ンク ショ ン が 有効 に な 
り ま す . 

・Driver Information Functions(0Oh) 

・HMA Management Functions(1h-2h) 

・A20 Management Functions(3h-7h) 

・Extended Memory Management Functions(8h-Fh) 
MS-D0S2.11 で は 使用 で きま せん . 
XMS を イン スト ー ル し な い 


HMA を イン スト ー ル する (デフ ォ ル ト ) 
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/NH 


・UMB 組 み 込み 制御 
/U= [xx-yy,・・・] 


/NU * 
/ROM= [xx-yy,・・・ 


/HROM=[xx-yy,・・・ 


dd=HMAMIN の サイ ズ を 0 て 63 の 間 で 10 進 数 K バ イト 単位 で 指定 し ま 
: 応 

HMA を 使用 で きる プロ グラ ム は 1 つ で す . HMA を 利用 可能 な ブ プログ 
ラム が 複数 ある 場合 , 最低 利用 バイ ト 数 を HMA 使 用 量 の 最も 大 き 
な ブロ グラ ム の 利用 バイ ト 数 に 設定 し て お け ば , その プロ グラ ム 
が HMA を 使用 する こと に な り ま す . 

/X オ プシ ョ ン を 付加 する と , /H オ プシ ョ ン も 有効 に な り ま す が , 
特に HMAMIN の サイ ズ を 指定 し た い 場 合 に この オプ ショ ン を 指定 し 
KGk< 作 ここ れい 上 

HMAMIN の 指定 を 省略 し た 場合 の サイ ズ は 0K バ イト に な り ま す . 
MS-DOS2.11 で は 使用 で きま せん . 

HMA を イン スト ー ル し な い 

ご この オブ ショ ン (/NH) を 使用 すれ ば HMA は 使用 し な い 場 合 で も EMB 
の ファ ンク ショ ン は 使用 で きま す 


UMB を イン スト ー ル する 
xxX-yy で UMB エ リア を 16 進 数 で 4KB 単 位 で 指定 し ます . 
連続 し て いる 領域 は "-"( ハ イフ ン ) で つなぎ , 分 離し て いる 領域 
は ”","( カ ンマ) で 区 切っ て 指定 し ます . 
範囲 指定 を 省略 する と C0000h ン DFFFFh の 空き 領域 を 検索 し て UMB 
エリ ア に 割り 当て ます . 
この オプ ショ ン を 指定 する と , 以下 の ファ ンク ショ ン が 有効 に な 
り ま す . 
・Upper Memory Management (10h-11h) 
UMB を イン スト ー ル し な い ( デ フォ ルト ) 
] 
プー マル モー ド 時 の UMB 使 用 禁止 領域 を 指定 する 
UMB と し て 使用 を 禁止 する 領域 の 指定 を 行ない ます . 
xx-yy で UMB 禁 止 エ リア を 16 進 数 で 4KB 単 位 で 指定 し ます . 連続 し 
て いる 領域 は "-"( ハ イフ ン ) で つなぎ , 分 離し て いる 領域 は "," 
(カン マ ) で 区 切っ て 指定 し ます . 
指定 で きる 領域 は COh か ら DFh ま で で す . 
] 
ハイ レゾ リュ ーション モー ド 時 の UMB 禁 止 領域 を 指定 する 


例 ) /H=32 
/U=D0-DF 
/U=D0-DB, DE 
/ROM=D0-D3 
/HROM=E5-E7 


VCPI 関 連 (/V. /NV) 
/V * VC 
EM 
は 
DO 
オ 
Wi 
/NV VC 


DPMI 関 連 (/D. /ND, /L 


・DPMI 組 み 込 み 制 御 
/D ネ 


/ND 


・LDT の 指定 
/LDT=dddd 
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UMB と し て 使用 を 禁止 する 領域 の 指定 を 行ない ます . 

xx-yy で UMB 禁 止 エ リア を 16 進 数 で 4KB 単 位 で 指定 し ます . 連続 し 
て いる 領域 は "-"( ハ イフ ン ) で つなぎ , 分 し て いる 領域 は "," 
(カン マ ) で 区 切っ て 指定 し ます . 

指定 で きる 領域 は E5bh か ら EFh ま で で す . 

EPSON 製 Windows を お 使い の お 客 様 は , /HROM=E5-E7 の 指定 を し て 
くだ さい . 


HMAMIN の サイ ズ を 32K バ イト と する 
D0000h ン DFFFFh を UMB エ リア に 割り 当て る 

-DF DO000h ン DBFFFh, DE000hCDFFFFh を UMB エ リア に 割り 当て る 
DO0000h ン D3FFFh を UMB 禁 止 領域 と し て 設定 
E5000h ン E7FFFh を UMB 禁 止 領 域 と し て 設定 


PI を イン スト ー ル する (デフ ォ ル ト ) 

S を イン スト ー ル し て いな い 場 合 (/NE 付 加 時 ), この オプ ショ ン は 
無視 され ます . 

S エ クス テン ダ 対 応 の アブ リケーション を 使用 する 場合 は この 
プシ ョ ン を 指定 し ます . 

ndows の DO0S ブ プロ ン ブ ト で は 無効 に な り ま す . 

PI を イン スト ー ル し な い 


DT. /S. /US. /NUS ) 


DPMI サ ー バ を イン スト ー ル する (デフ ォ ル ト ) 

DPMI サ ー バ が 必要 な アプ リケーション を 使用 する 場合 は この オブ 
ショ ン を 指定 し ます . 

MS-D0S2.11 で は 使用 で きま せん . 

DPMI サ ー バ を イン スト ー ル し な い 


DPMI-LDT の 指定 

dddd=DPMI サ ー バ が DPMI ク ライ アン ト に 対し て 提供 する LDT の 最大 
数 を 10 進 数 で 指定 し ます . 

指定 で きる 範囲 は , 512 ン 4096 で す . 

省略 し た 場合 (デフ オォ ルト ) の 最大 LDT 数 は 2048 で す . 
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MS-DOS2.11 で は 使用 で きま せん . 


・ ス トリ ー ム バッ ファ の 指定 

/S=dd DPMI-D0S ス トリ ー ム バッ ファ の 指定 
dd=DPMI サ ー バ が 使用 する スト リー ム バ ッ フ ァ の サイ ズ を 10 進 数 
K バ イト 単位 で 指定 し ます . 指定 で きる 範囲 は 4 ン 64 で す . 
デフ ォ ル ト は 16K バ イト (/S=16) で す . 
MS-DOS2.11 で は 使用 で きま せん . 

/US DPMI ス トリ ー ム バッ ファ を UMB 上 に 確保 する 
メイ ン メ モリ の 常駐 け サイズ を 減ら し ます . 
"/U0" オ プション が 付加 され た だ 場合 は "/U5" が デフ ォ ル ト に な り ま 
す . 
MS-DOS2.11 で は 使用 で きま せん . 

/NUS * DPMI ス トリ ー ム バッ ファ を メイ ン メ モリ 上 に 確保 する 
(デフ ォ ル ト ) 
MS-DOS2.11 で は 使用 で きま せん . 


例 ) /LDT=512 DPMI-LDT 数 を 512 に 設定 
/LDT=1024 DPMI-LDT 数 を 1024 に 設定 
/LDT=4096 DPMI-LDT 数 を 4096 に 設定 
/S=16 DPMI-D05 ス トリ ー ム バッ ファ を 16K バ イト に 設定 
/S=32 DPMI-D0S5 ス トリ ー ム バッ ファ を 32K バ イト に 設定 
/S=64 DPMI-D0S ス トリ ー ム バッ ファ を 64K バ イト に 設定 


ヤ ハ イレ ゾ モ ー ド 関連 (/@) 
/@=EMM386.SYS ハイ レゾ リュ ーション モー ド で 使用 する 場合 の 指定 
メモ リス イッ チ 内 の メイ ン メ モリ 容量 設定 が 768K バ イト の 時 に 
EMM386. SYS を 使用 し た 場合 と 同等 の メモ リ 環 境 を 提供 し ます . 
ハイ レゾ リュ ユー シ ョ ン モ ー ド で 使用 する 場合 は この オプ ショ ン が 必 
要 で す . その 際 の ベー ジフ レー ム は BO0000h ン 64K バ イト で す . 


その他 の オプ ショ ン 
・|・0 パ バン クエ ミュ レー ショ ン 


/B=dd I・:0 バ ンク を エミ ュ レ ーション する 
dd エミ ュ レ ーション する 1!I・0 バ ンク の 数 を 10 進 数 バン ク 数 単位 
で 指定 し ます . 


この オブ ショ ン (/B) は ノー マル モー ド で の み 使 用 で きま す . 
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Windows を 使用 する 場合 は 指定 し な いで くだ さい . 


・ ハ ー ド ディ スク の BIOS ROM 移 動 

/M[=xx:y] ハー ド デ ィ スク の BIO0S ROM を A5000h ン A7FFFh の 領域 へ 移動 する 
ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM を 移動 し , DO000h 以 降 に 連続 し た 
UMB エ リア が 確保 で きま す . 
xx=ROM ア ドレ ス セ グ メ ント 上 位 2 バ イト 
y=ROM 容 量 (KB 単位 ) 
アド レス , ROM 人 容量 の 指定 を 省略 し た 場合 は 自動 判断 に より ハ 
ー ド ディ スク の BIOS ROM を 移動 し ます . SASI タ イブ と SCSI タ イ 
ブ の 両方 が 接続 され て いる 場合 は SASI タ イブ の み 移 動 対 象 と な 
り ま す . この オプ ショ ン は ノー マル モー ド で の み 合 用 で きま す . 


・DMA パ バッ ファ の 指定 

/DMAsdd DMA 転 送 の 際 に 使用 する DMA バ ッ フ ァ の サイ ズ ゴ 指 定 
dd=10 進 数 4K バ イト 単位 で 16 ン 64 の 範囲 で 指定 し ます . 
省略 時 (デフ ォ オルト) は DMA バ ッ フ ァ サ イズ 64K バ イト (/DMA=64) 
と な り ま す . 
ハー ド デ ィ スク の BI0S に よっ て は この サイ ズ を 変更 する と , 正 
常に 動作 し な い 場 合 が あり ます . 通常 は 変更 し な いで くだ さい . 


ドコ 


・ イ ン フ ォ メ ーション 表示 


/I デバ イス ドラ イ バ ロ ー ド 時 の イン フォ オメ ーション 表示 
使用 可能 メモ リ や , ベー ジフ レー ム ア ド レス な ど 各 種 情報 を 表 
示し ます . 


・Cx486DLC キ ャ ッシュ 制御 
/CA Cx486DLC の キャ ッシュ を 有効 に する 
この オブ ショ ン を 指定 する と キャ ッシュ が ON に な り ま す . 
Windows や VCPI 対 応 ア プリ ケー ショ ン で は 無効 と な り ま す . 


久 解説 
・VMM386.SYS の メモ リ 管 理 
メモ リ は 各種 メモ リ 管 理 規 格 が EMNS メ モリ を アロ ケー ト ( 確 保 ) す る 形 で 確保 され ます . 
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例 ) プロ テク トメ モリ が 8M バ イト 実装 され て いた だ 場合 

VMM386.SYS は , 初期 状態 と し て 実装 され て いる メモ リ の すべ て を EMS メ モリ と 
し て 管理 し ます . アプ リケーション 側が か ら メ モリ の 要求 が ある と , 要求 され た 
メモ リ 管 理 規 格 に 応じ て 動 的 に メモ リ を 割り 当て ます . つま り , 初期 状態 で は 
EMS, EMB, VCPI, DPMI い ずれ も が 8M バ イト まで メモ リ を 使用 する こと が で きま す . 
ある アプ リケーション が EMS メ モリ を 1M バ イト 使用 する と , EMB, VCPI, DPMI が 使 
用 で きる メモ リ は いずれ も 残り の 7M バ イト に な り ま す . 
この 時 , EMB で は 物理 的 な アド レス を 管理 し て いる の で , 1M バ イト の XMS ハ ンド 
ル が 自動 的 に 作成 され ます . 
VCPI, DPMI は 動 的 に 管理 する た め , 使用 可能 ベー ジ 数 を 減ら す だ け に な り ま す . 
また だ , EMB, VCPI, DPMI で メモ リ を 確保 し だ 場合 は , EMIS ハ ンド ル が 作成 され , そ 
れ ぞ れ ア ロケ ー ト し だ た メモ リ 人 容量 分 の ベー ジ が ハン ドル に 割り 当て られ ます . 
EMS ハ ンド ル と し て 以下 の 名 前 が 使用 され ます . 

DPMI  : DPMI で 確保 され た メモ リ 

VCPI  : VCPI で 確保 さ れ だ た メモリ 

XMS : EMB で 確保 され だ た メモ リ 


・"/W"。"/F" の 関係 

"/W" オ ブシ ョ ン は 指定 され た アド レス へ ウィ ンド ウ (RAM) を 強制 的 に 割り 当て ます . 
仮に その アド レス に 拡張 ボー ド の BI0S ROM な ど が 存在 し て いた だ 場合, その 拡張 ボー ド 
の BI0S ROM が 無効 に な り ま す . 

"/F ヤ "オプ ショ ン は , EMS ベ ー ジ フレ ー ム の 先頭 アド レス を 指定 し ます が , 64K バ イト 連 
続 の エリ ア が な い 場 合 , エラ ー と な り ま す . 

し た が っ て , "/W" オ プシ ョ ン と "/F" オ プシ ョ ン を 併用 すれ ば ぱ ば, サウ ンド BIOS ROM を 切 
り 離 す 操 作 を 行なわ な く て も C0000h ン 64K バ イト 連続 の ベー ジフ レー ム が 確保 で きま 
す . た だ し , その 場合 は サウ ンド BIOS ROM は 使用 で き な く な り ま す . 


例 ) 
"/W=CC /F=CO" 強制 的 に サウ ンド BIOS ROM 領 域 を ベー ジフ レー ム の 一 部 と 
し て 使用 する 


・"/J"。"/F" の 関係 
"/J" オ プション で 指定 され た フレ ー ム 数 に 応じ て , "/F" オ ブシ ョ ン で 指定 され た 先頭 
アド レス か ら 16K バ イト 単位 に ベー ジフ レー ム が 確保 され ます . 


例 ) 
"/J=1 /F=CO" CO0000h ン 16K バイ ト の ベー ジフ レー ム を 確保 
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"/J=2 /F=CO" CO0000h へ 32K バイ ト の ベー ジフ レー ム を 確保 


@ 注 意 

・MS-DOS2.11 で は XMS(HMA, EMB), DPMI が 使用 で きま せん . し た が っ て , それ に 関係 する 
オプ ショ ン は 指定 で きま せん . 

・EMS ハ ンド ル 数 は 128 で す . 

・XMS ハ ンド ル 数 は 64 で す . 

・ ノ ソート パソ コン で は 以下 の エリ ア は UMB と し て 使用 で きま せん . 
98NOTE 系 : D8000h ン DBFFFh 

PC-386noteA, BookL : D4000h ン DFFFFh 

PC-386noteAE, AR, W, WR : D8000h ン DBFFFh 


・PC-9821Ce, Ae, AS, Ap・PC-9801BX, BA の 内 蔵 型 ハ ー ド ディ スク は ROM の 大 き さ が 12K バ イ 
ト 以 上 ある だ た め , ハー ド デ ィ スク ROM の 移動 は で きま せん . 


人 @ 設 定例 
DEVICE=VMM386.SYS /F=CO /U=DO-DF /M=D7:4,DC:8 
KC レー ババ C0000h ン CFFFFh 
UMB エ リア DO0000h< ン DFFFFh 


ハー ド デ ィ スク BIOS ROM 移 動 D7000h> 4K バ イト , DCO00h へ 8K バ イト 移動 


DEVICE=VMM386.SYS /W=CC /F=CO /U=DO-DF /M=DC:8 
サウ ンド BIO0S ROM に RAM を 割り 当て る CC000h ン 16K バ イト 
ペー ジジ レー テバ CO0000h<CCFFFFh 
UMB エ リア DO0000hCDFFFFh 
ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM 移 動 DC000h<> 8K バ イト 移動 


DEVICE=VMM386.SYS /@=EMM386.SYS 
ハイ レゾ リュ ユー ショ ン モ ー ド の 指定 
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1.32. Windows 用 VxD モ ジュ ー ル (仮想 デバ イス ドラ イ バ ) (VMM386. VXD) 


信 歓 能 
Windows で VMM386.SYS と の 併用 を 実現 する た め の 仮想 デバ イス ドラ イ バ で す . 
VMM386.SYS と 同じ デイ レク トリ に お いて くだ さい . 


久 取 り 扱い 上 の 注意 事項 
・ 必 ず , VMM386.SYS と 同じ デイ レク トリ に お いて くだ さい . 
・Windows の SYSTEM. INI に は VMM386.VXD の 記述 を 行なわ な いで くだ さい . 
・VMM386.VXD は リネ ー ム し な いで くだ さい . 
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2.1. エラ ー メ ッ セ ー ジ (VMM386. SYS) 
2. エ ラー メッ セー ジ 解 


2.1. VMM386. SYS 


章 


・ VMM386 : EMNS ド ライ バ が すでに 組み 込ま れ て いま す . " 
CONFIG. SYS か ら , VMM386.SYS 以 外 の EMS ド ライ バ の 記述 を は ず し て くだ さい . 


"VMM386 : XMS ド ライ バ が すでに 組み 込ま れ て いま す . 
CONFIG. SYS か ら , VMM386.SYS 以外 の XMS ドラ イ バ の 記述 を は ず し て くだ さい . 


"VMM386 : 仮想 86 モ ー ド は すでに 使用 され て いま す . … 
CONFIG. SYS か ら , VMM386.SYS 以外 の 仮想 86 ド ライ バ の 記述 た を はずし て くだ さい . 


VMM386 : CPU が 386 また は 4856 で は あり ませ ん . 

DIP-SW 3-8 が OFF(V30 モー ド ) に な っ て いる 可能 性 が あり ます . 

DIP-SW 3-8 が ON(i386SX/DX, 1486SX/DX モ ー ド ) に な っ て いる が 確認 し て くだ さい . 
まだ, 8086/V30/80286 マ シン で は 使用 で きま せん . 


” VMM386 : PC-98XL~2-07 を お 使い くだ さい . 
現在 お 使い の PC-98XL* に 使用 され て いる CPU で は 正常 に 動作 で きま せん の で PC- 
98XL*-07 に 交換 する 必要 が あり ます . 


"VMM386 : 拡大 メモ リ が 利用 で きま せん . 

DIP-SW3-8 が OFF(V30 モ ー ド ) に な っ て いる 可能 性 が あり ます . 

DIP-SW3-8 が ON(i1386SX/DX, 1486SX/DX モ ー ド ) に な っ つて いる が 確認 し て くだ さい . 
また は , プロ テク トメ モリ が 実装 され て いま せん . 


VMM386 : /U /W /F で 指定 し た アド レス が 重複 し て いま す . … 
"7/0"。 "7/W"。 "7/F ツ オブ ショ ン で 指定 し た アド レス が 重複 し て いま す . 各 オ ブシ ョ 
ン で アド レス が 重複 し な いよ うに 記述 し て くだ さい . 


"VMM386 : 必要 な EMS ペー ジ フレ ー ム を 設定 で きま せん . ‥ 

サウ ンド ボー ド の BIOS ROM が 切り 離さ れ て いな い 可 能 性 が あり ます . 

サウ ンド ボー ド の BIOS ROM を 切り 離す か , また は , "/W" オ ブシ ョ ン で ベー ジフ レ 
ー ム を 強制 指定 し て くだ さい . 


"VMM386 : '/**' は, 無効 な オプ ショ ン で す . 
"/*#" は 存在 し な い オ プシ ョ ン で す . 記述 を 取り は ず し て くだ さい . 
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2.1. エラ ー メ ッ セ ー ジ (VMM386. SYS) 
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” VMM386 : 「/*#* オプ ショ ン の 記述 が , 間 直 っ て いま す . 
"/**=7 な どの オブ プション バラ メー タフ オー マッ ト が 間 違 つ て いま す . 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ の 記述 を 正しく 書き 直し て くだ さい . 


” VMM386 : 「/*、'/N* オプ ショ ン は , 併用 で きま せん . … 
同時 に 指定 で き な い オプ ショ ン で す . どちら か が の 記述 を 取り は ず し て くだ さい . 


VMM386 : 386 エン ハン ス ド モ ー ド プリ アル モー ド で 起動 し て くだ さい . 
VMM386. SYS 使用 中 , Windows は スタ ンダ ー ド モー ド で は 起動 で きま せん . 


"VMM386 : VMM386.VXD が 見 つか り ま せん . 
VMM386.VXD が VMM386.SYS と 同じ ディ レク トリ に 存在 し ませ ん . 
VMM386.VXD を VMM386.SYS と 同じ ディ レク トリ に コピ ー し て くだ さい . 


′ VMM386 : DMA Buffer Overflow (*#*#*## 昌 )" 
DMA バ パ バッファ が 小さ すぎ ます . 
/DMA= の 値 を *#tkh バ イト より も 大 きく し て くだ さい . 


′ VMM386 : Fault **「『 
シス テム 違反 が 発生 し まし た . 


** = 02 

EKV7/0KO だ 26620 トー 

メモ リ が 異常 で す . メモ リ が 故障 し て いる か が か , スイ ッ チ 設定 に 誤り が ある 可 
能 性 が あり ます . 


** = 06 

無効 命令 

アプ リケーション が 暴走 し た 可能 性 が あり ます . 

アプ リケーション が 不正 な 命令 を 実行 し た 可能 性 が あり ます . 


** = 0D 

一 和服 保護 例外 

アプ リケーション が 暴走 し た 可能 性 が あり ます . 

アプ リケーション が 不正 な 命令 を 実行 し た 可能 性 が あり ます . 
アプ リケーション が 特権 命令 を 実行 し た 可能 性 が あり ます . 


2.1. エラ ー メ ッ ゼ セー ジ (VMM386. SYS) 


*#* = その 他 
5 テン あの 
シス テム が 正常 に 動作 し て いな い 可 能 性 が あり ます . 


VMM386 : DPMI ク ライ アン ト が 特権 命令 違反 を 犯し まし た . " 


アプ リケーション が 暴走 し た 可能 性 が あり ます . 
アプリケーション が 不正 な 命令 を 実行 し た 可能 性 が あり ます . 
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2.2. エラ ー メ ッ セ ー ジ (EMM4J. SYS) 


2.2. EMM4J. SYS 


”EMS ド ライ バ が すでに 組み 込ま れ て いま す . … 
EMS ド ライ バ が 2 重 登録 され て いま す . 
CONFIG.SYS を ご 確認 くだ さい . 


"CONFIG. SYS の 中 に 正しく な い ス イッ チ が あり ます . 
CONFIG.SYS 内 の EMM4J.SYS の デバ イス 行 を ご 確認 くだ さい . 


"CONFIG. SYS の 中 に 正しく な い 文 字 が あり ます . 「『 
CONFIG. SYS 内 の EMM4J.SYS の デバ イス 行 を ご 確認 くだ さい . 


” HIMEM は 利用 で きま せん . 
ハイ メモ リエ リア が 確保 で きま せん で し た だ . 
シス テム 環境 を ご 確認 くだ さい . 0 


"メモ リス イッ チ を 640K バ イト に 変更 し て くだ さい . 
メモ リス イッ チ の メイ ン メ モリ 容量 の 設定 を ご 確認 くだ さい . 


′ EMS フ レー ム を 設定 する こと が で きま せん . 

EMS の ベー ジフ レー ム が 確保 で きま せん . 

拡張 ROMA エリ ア に 連続 し た 64K バ イト の 領域 が 確保 され て いる か ご 確認 くだ さい . 
例 ) サ ウン ド ボ ー ド の ROM を 切り 離す . 


”EMS ボ ー ド が 組み 込ま れ て いま せん . … 


PC34 シ リー ズ の ボー ド が 実装 され て いま せん . 
また は , PC34 シ リー ズ が EMS モ ー ド に な っ つて いる か が ご 確認 くだ さい . 
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2.3. エラ ー メ ッ セ ー ジ (EMM4JN/E.SYS) 


2.3. EMM4JN/E. SYS 


CONFIG.SYS の 中 に 正しく な い ス イッ チ が あり ます . 
” CONFIG.SYS の 中 に 正しく な い 文 字 が あり ます . 
CONFIG. SYS 内 の EMM4JN/E. SYS の デバ イス 行 を ご 確認 くだ さい . 


メモ リス イッ チ を 640KB に 変更 し て くだ さい . 
メモ リス イッ チ が 640K バ イト の 設定 に は つて いま せん . 
メモ リス イッ チ の 設定 を 640K バ イト に し て くだ さい . 


” EMS フ レー ム を 設定 する こと が で きま せん . 
EMS の ベー ジフ レー ム が 確保 で きま せん . 
拡張 ROMA エリ ア に 連続 し た 64K バ イト の 領域 が 確保 され て いる が ご 確認 くだ さい . 


” EMS ボ ー ド が 組み 込ま れ て いま せん . 
PIO-98NT, 98NTII, EP-286BOOK, EP-NTB が 実装 され て いま せん . 
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2.4. エラ ー メ ッ セ ー ジ (10S10.EXE) 


2.4. 
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10S10.EXE 


10S10.EXE : EMIS ド ライ バ が イン スト ー ル され て いな い の で 組み 込み を 中 止 し 
ま K9G5 
VMM386. SYS な どの EMS ド ライ バ を イン スト ー ル し て くだ さい . 


10S10.EXE : XMS ド ライ バ が イン スト ー ル され て いな い の で 組み 込み を 中 止 し 
し を 
VMM386.SYS な どの XMS ド ライ バ を イン スト ー ル し て くだ さい . 


10S10.EXE : BMNS ド ライ バ が イン スト ー ル され て いな い の で 組み 込み を 中 止 し 
まお 
BMS.SYS(BMS ド ライ バ ) を イン スト ー ル し て くだ さい . 


10S10.EXE : EMNS メ モリ が 不足 し て いま す の で 組み 込み を 中 止 し ます . 『 
10S10.EXE : XMS メ モリ が 不足 し て いま す の で 組み 込み を 中 止 し ます . … 
10S10.EXE : BMNS メ モリ が 不足 し て いま す の で 組み 込み を 中 止 し ます . 

EMS, XMS, BMS そ れ ぞ れ の 指定 容量 に 対し て メモ リ が 不足 し て いま す . 

CONFIG. SYS 内 の デバ イス 行 で I0S10.EXE の メモ リ 容 量 指定 バラ メー タ を 確認 し て 

くだ さい 。 


′ 10S10.EXE : 容量 指定 を 128K バ イト 以上 に し て くだ さい . 

RAM デ ィ ス ク の 最低 容量 は 128K バ イト で す . 

CONFIG. SYS の I0S10.EXE の デバ イス 行 の メモ リ 容 量 指定 バラ メー タ を 確認 し て く 
だ さい . 


10S10.EXE : '/** オプ ショ ン の 記述 が , 間違っ て いま す . 
"/**="7 な どの バラ メー タフ オォ オー マッ ト が 間違っ つて いま す . 
オプ ショ ン バ パラ メー タ の 記述 を 正しく 書き 直し て くだ さい . 


I0S10.EXE : /##* は , 無効 な オプ ショ ン で す . 
"/**“" オ プシ ョ ン は 定義 され て いな い オ ブシ ョ ン で す . 
CONFIG. SYS の 1I0S10.EXE の デバ イス 行 の オプ ショ ン バ ラ メー タ を 確認 し て くだ さ 
1 融 人 


2.4. エラ ー メ ッ セ ー ジ (10510.EXE) 


10S10.EXE : 容量 指定 の 記述 が 間違っ て いま す . 
容量 指定 に は 数 字 の み し か が 指定 で きま せん . 
CONFIG. SYS 内 の I0810.EXE の デバ イス 行 の メモ リ 容 量 指 定 バ ラメ ー タ を 確認 し て 
SI: 


10S10.EXE : /E /B /X は , 併用 で きま せん . 
対象 メモ リ 指 定 ("/E", "/B", "/X") は どれ か が 1 つ し か 指定 で きま せん . 
1 種類 の み を 指定 する よう に CONFIG.SYS 内 の I0810.EXE の デバ イス 行 を 書き 直し 
GSI<W7 選 (さき 0 


10S10.EXE : RAM デ ィ ス ク は 組み 込ま れ て いま せん . 
RAM デ ィ ス ク が イン スト ー ル され て いな い の で RAM デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト は 行 な 
えま せん . 
RAM デ ィ ス ク を イン スト ー ル し て くだ さい . 


10S10.EXE : 使用 可能 な メモ リ が あり ませ ん . … 
対象 メモ リ 指 定 ("/E","/B","/X") の 記述 が あり ませ ん . 
CONFIG. SYS の 10810.EXE の デバ イス 行 に 対象 メモ リ 指 定 の 記述 を 追加 し て くだ さ 
また は , 使用 可能 な メモ リ が あり ませ ん . 
メモ リ を 増設 する か が, 他 で 使用 し て いる メモ リ 容 量 を 調整 し て くだ さい . 


10S10.EXE : RAM デ ィ ス ク の パラ メー タ が 以前 と 異な り ま す . … 
ウォ ー ム ブー ト の 際 の RAM デ ィ ス ク の パラ メー タチ ェ ッ ク に お いて , 設定 する RAM 
ディ スク の バラ メー タ が 以前 の バラ メー タ と 異な つて いま す . 


10S10.EXE : RAM デ ィ ス ク は すでに 8 台 登 録 さ れ て いま す . " 
RAM デ ィ ス ク は 9 台 以 上 登録 で きま せん . 


IOS10IEXE : ド 芝 イプ ョ *: は | 切 ボ 寺 R が AI ドラ イブ で すず .。 
指定 され た ドラ イブ は I08510 に よる RAM デ ィ ス ク ド ラ イブ で は あり ませ ん . 
ドラ イブ 指定 を 確認 し て くだ さい . 


10S10.EXE : ドラ イブ 名 の 指定 が 間違っ て いま す . 


ドラ イブ 指定 が 間違っ て いま す . 
ドラ イブ 指定 を 確認 し て くだ さい . 
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2.4. エラ ー メ ッ セ ー ジ (10S10. EXE) 
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10S10.EXE : ドラ イブ 名 の 指定 が 必要 で す . ‥ 


ドラ イブ 名 が 指定 され て いま せん . 
複数 の IO0510 が イン スト ー ル され て いま す の で ドラ イブ 名 を 指定 し て くだ さい . 


I0S10.EXE : ドラ イブ *: は . 書込み 禁止 の た め フ ォ ー マ ッ ト で きま せん . 
指定 され だ た RAM ディ スク ドラ イブ は , 書き 込み 禁止 (ライ トブ プロ テク ト ) と な っ て 


いま す . 
"/NW" オ ブシ ョ ン で 書き 込み 禁止 (ライ ト プ ロ テク ト ) を 解除 し て くだ さい . 


2.5. エラ ー メ ッ セ ー ジ (I0S10R. EXE) 


10S10R. EXE 


10S10R.EXE : EMIS ド ライ バ が イン スト ー ル され て いな い の で 組み 込み を 中 止 し 
は 
VMM386. SYS な どの EMS ド ライ バ を イン スト ー ル し て くだ さい . 


10S10R.EXE : XMS ド ライ バ が イン スト ー ル され て いな い の で 組み 込み を 中 止 し 
本 
VMM386.SYS な どの XMS ド ライ バ を イン スト ー ル し て くだ さい . 


10S10R.EXE : BIS ド ライ バ が イン スト ー ル され て いな い の で 組み 込み を 中 止 し 
に 
BMS.SYS(BMS ド ライ バ ) を イン スト ー ル し て くだ さい . 


"10S10R.EXE : EMS メ モリ が 不足 し て いま す の で 組み 込み を 中 止 し ます . … 
10S10R.EXE : XMS メ モリ が 不足 し て いま す の で 組み 込み を 中 止 し ます . ‥ 
10S10R.EXE : BMS メ モリ が 不足 し て いま す の で 組み 込み を 中 止 し ます . ‥ 

EMS, XMS,。 BMS そ れ ぞ れ 指 定 容量 に 対し て メモ リ が 不足 し て いま す . 

CONFIG. SYS の 10S10R. EXE の デバ イス 行 の メモ リ 容 量 指定 バラ メー タ を 確認 し て く 

だ さい 


I0S10R.EXE : 「/** オプ ショ ン の 記述 が , 間違っ て いま す . … 
/#= な どの バ パラ メー タフ オォ オー マッ ト が 間違っ つて いま す . 
オプ ショ ン パ ラメ ー タ フォ オー マ ッ ト の 記述 を 正しく 書き 直し て くだ さい . 


10S10R.EXE : /*#* は , 無効 な オプ ショ ン で す . 
/*# オ プシ ョ ン は 定義 され て いな い オ プシ ョ ン で す . 
CONFIG. SYS の I0S10R.EXE の デバ イス 行 の オプ ショ ン バ ラ メー タ を 確認 し て くだ さ 
(人 品 W 


10S10R.EXE : /E /B /X は , 併用 で きま せん . " 
対象 メモ リ 指 定 ("/E", "/B", "/X") は どれ が 1 つ し か 指定 で きま せん . 
1 種類 の み を 指定 する よう に CONFIG.SYS の IO0S10R.EXE の デバ イス 行 を 書き 直し て 
ぐだ さ ⑯、 
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2.5、 エ ラー メッ セー ジ (10810R.EXE) 


"10S10R.EXE : RAM デ ィ ス ク の 種類 を 指定 し て くだ さい . ‥ 
RAM デ ィ ス ク の メデ ィ ア タイ プ ブ が 指定 され て いま せん . 
メデ ィ ア タイ プ ("/M"。 "/D",。 "/9") を 指定 し て くだ さい . 
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2.6. エ ラー メッ セー ジ (DC10.EXE) 


2.6. DC10.EXE 


"DC10.EXE : EMIS ド ライ バ が イン スト ー ル され て いな い の で 無効 に し ます . " 
VMM386.SYS な ど EMS ド ライ バ を イン スト ー ル し て くだ さい . 


"DC10.EXE : XMS ド ライ バ が イン スト ー ル され て いな い の で 無効 に し ます . ' 
VMM386.SYS な どの XMNS ド ライ バ を イン スト ー ル し て くだ さい . 


"DC10.EXE : BMNS ド ライ バ が イン スト ー ル され て いな い の で 無効 に し ます . 
BMS.SYS(BMS ド ライ バ ) を イン スト ー ル し て くだ さい . 


"DC10.EXE : XMS メ モリ が 不足 し て いる の で , 無効 に し ます . " 

、 DC10.EXE : EMS メ モリ が 不足 し て いる の で , 無効 に し ます . 

” DC10.EXE : BMS メ モリ が 不足 し て いる の で , 無効 に し ます . ‥ 

EMS, XMS, BMS そ れ ぞ れ 指 定 容量 に 対し て メモ リ が 不足 し て いま す . 

CONFIG. SYS の DC10.EXE の デバ イス 行 の メモ リ 容 量 指定 バラ メー タ を 確認 し て くだ 
さぶ 


"DC10.EXE : 使用 可能 メモ リ が な い の で , 無効 に し ます . 

EMS、 XMS, BMS そ れ ぞ れ 使用 で きる メモ リ が あり ませ ん . 

CONFIG. SYS の DC10.EXE の デバ イス 行 の メモ リ 容 量 指定 バラ メー タ を 確認 し て く 
だ さい . まだ は, それ ぞ れ の メモ リ を 増設 し て くだ さい . 


DC10.EXE : '/**' は 、 無効 な オプ ショ ン で す . 

"/* や オプ ショ ン は 定義 され て いな い オ プシ ョ ン で す . 

CONFIG. SYS の DC10.EXE の デバ イス 行 の オプ ショ ン バラ メー タ を 確認 し て くだ さ 
| 負 靖 


DC10.EXE : 「/**' オプ ショ ン の 記述 が , 間違っ て いま す . 

"/**" は 定義 され て いな い オ ブ プション で す . 

CONFIG.SYS の DC10.EXE の デバ イス 行 の オプ ショ ン パラ メー タ を 確認 し て くだ 
AP 
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2.6. エラ ー メ ッ セ ー ジ (OC10.EXE) 
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"DC10.EXE : 容量 指定 の 記述 が . 間違っ て いま す . 

容量 指定 に は 数 字 の み し か 指定 で きま せん . 

まだ, 指定 され だ 容量 指定 が 指定 範囲 外 で す . 

CONFIG. SYS で の DC10.EXE の デバ イス 行 の メモ リ 容 量 指定 バラ メー タ を 確認 し て く 
だ さい )、 


"DC10.EXE : /E /B /X は , 併用 で きま せん . 

対象 メモ リ 指 定 ("/E",。 "/B"。 "/X"7) は どれ か 1 つ し か 指定 で きま せん . 

1 種類 の み を 指定 する よう に CONFIG.SYS の DC10.EXE の デバ イス 行 を 書き 直し て 
くだ さい . 


"DC10.EXE : ドラ イブ の 指定 が 無効 で す . 

RAM デ ィ ス ク , MO ディ スク , CD-ROM な どの キヤ ッシュ の 対象 外 の デバ イス に キャ 
ッ シ ン グ で きま せん . 

キャ ッ シ ン グ ド ラ イブ 指定 を 確認 し て くだ さい . 


"DC10.EXE : キャ ッシュ オン の 状態 で 実行 し て くだ さい . 
キャ ッシュ が 0N に な っ て いな けれ ば "/F"。 "7/L"。 "7/H"。 "7/0D0" オ プシ ョ ン は 指定 で 
きま せん . 


2.7. エラ ー メ ッ セ ー ジ (LUMB. SYS) 


2.7. LUMB. SYS 


′ LUMB.SYS : デバ イス ドラ イ バ が 指定 され て いま せん . 
ロー ド 対 象 の デバ イス ドラ イ バ が 指定 され て いま せん . 
デバ イス ドラ イ バ を 指定 し て くだ さい . 


LUMB. SYS : *****# が 無効 また は 見 つか り ま せん . 

指定 され た デバ イス ドラ イ バ が 見 つか り ま せん . 

CONFIG. SYS の LUMB. SYS の デバ イス 行 で , 指定 し た デバ イス ドラ イ バ の バス 指定 , 
ファ イル 名 に 誤り が な いか 確認 し て くだ さい . 


"LUMB.SYS : スイ ッ チ の 指定 が 無効 で す . 
指定 され た オプション バラ メー タ が 間 違 つ て いま す . 
CONFIG.SYS の LUMB. SYS の デバ イス 行 に 誤り が な いか 確認 し て くだ さい . 


、 LUMB.SYS : エン トリ 数 が 多 過ぎ ます . ‥ 
指定 し た デバ イス ドラ イ バ の エン トリ 数 が 10 を 越え て いま す . 
11 以 上 の デバ イス 名 を も っ た デバ イス ドラ イ バ は UMB エ リア に ロー ド で きま せん . 


、 LUMB.SYS : デバ イス ドラ イ バ が 大 き 過 ぎ ま す の で , 組み 込み を 中 止 し ます . ‥ 
ロー ド 対 象 の デバ イス ドラ イ バ の サイ ズ が 空き UMB エ リア の サイ ズ よ り 大 きい で 
す . 

ロー ド す る 順序 を 変更 し た り , UMB エ リア に ロー ド す る の を 止め て くだ さい . 


′ LUMB.SYS : デバ イス ドラ イ バ が 常駐 し て いま せん . 
対象 と な つた デバ イス ドラ イ バ が 常駐 を 中 止 し まし た . 


′ LUMB.SYS : 【 警 告 】 デパ イス ドラ イ バ の 常駐 量 が 大 き 過 ぎ ま す . " 

対象 と な つた デバ イス ドラ イ バ の 常駐 量 が 大 きす ぎ て UMB エ リア か ら は み 出 し て 
いま す . リセ ッ ト し て くだ さい . 

ロー ド す る 順序 を 変更 する が か, UMUB エ リア に ロー ド す る の を 止め て くだ さい . 


” LUMB.SYS : 拡張 メモ リマ ネー ジャ が 見 つか り ま せん . 


VMM386.SYS が イン スト ー ル され て いま せん . 
"/U" オ プシ ョ ン を 付け て VMM386.SYS を イン スト ー ル し て くだ さい . 
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2.7. エラ ー メ ッ セ ー ジ (LUMB. SYS) 
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"LUMB.SYS : 拡張 ファ ンク ショ ン が 使用 で きま せん . 

メモ リマ ネー ジャ が VMM386. SYS 以外 の メモ リマ ネー ジャ を 使用 し て いる と 思わ れ 
ます . また は , 旧 バ バージョ ン の VMM386.SYS を 使用 し て いる と 思わ れ ま す . 
MEMORY SERVER 内 の VMM386.SYS を お 使い くだ さい . 


、 LUMB.SYS : 拡張 ウィ ンド ウ が あり ませ ん . 

UMB エ リア が 設定 され て いま せん . 

CONFIG. SYS の VMM386. SYS の デバ イ の ン を 付加 し て UMB エ リア を 
確保 し て くだ さい . 


LUMB.SYS : UMB に 割当 て る メモ リ が あり ませ ん . 

UMB エ リア が 設定 され て いま せん . 

CONFIG.SYS の VMM386.SYS の デバ イス 行 に "/U" オ ブシ ョ ン を 付加 し て UMB エ リア を 
確保 し て くだ さい . 


"LUMB.SYS : 拡張 メモ リマ ネー ジャ の 動作 が 正常 で は あり ませ ん . " 
VMM386.SYS の 動作 が 異常 と 思わ れ ま す . 
動作 環境 を 確認 し て くだ さい . 


′ LUMB.SYS : UMB が 割当 て られ ませ ん . 

UMB エ リア が 設定 され て いま せん . 

CONFIG. SYS の VMM386.SYS の デバ イス 行 に "/U" オ プシ ョ ン を 付加 し て UMB エ リア を 
確保 し て くだ さい . 


LUMB. SYS : UMB 内 で は 実行 で きま せん . 
LUMB. SYS を UMB エ リア へ ロー ド し よう と し まし た . 
LUMB. SYS は UMB エ リア に ロー ド で きま せん . 


′ LUMB.SYS : 【 敬 告 】UMB 管 理 情報 が 破壊 され て いま す . " 
対象 と な つた デバ イス ドラ イ バ の メモ リ 使 用 量 が 多 す ぎ た た め に , UMB の 管理 情 
報 が 破壊 され まし た . リセ ッ ト し て くだ さい . 


LUMB.SYS : デバ イス ドラ イ バ が 大 き 過 ぎ ま す の で . メイ ン メ モリ に ロー ド し 
ます . 

対象 の デバ イス ドラ イ バ の サイ ズ が 大 きす ぎ て UMB エ リア に ロー ド で きま せん で 
し た . 

"/M" オブ ショ ン が 付加 され て いま す の で メイ ン メ モリ に ロー ド し まし た . 


2.7. エラ ー メ ッ セ ー ジ (LUMB. SYS) 


” LUMB.SYS : メイ ン メ モリ に 空き が あり ませ ん . 

"/M" オ ブシ ョ ン 付 加 時 , 対象 の デバ イス ドラ イ バ が UMB エ リア に ロー ド で きず , 
メイ ン メ モリ に ロー ド し よう と し た だ 際 , メイ ン メ モリ も 空き エリ ア が 不足 し て い 
る ため ロ ー ド で きま せん . 

UMB エ リア , メイ ン メ モリ の いずれ か が の 空き エリ ア を 確保 し て 再度 ロー ド し て く 
だ さい 、- 
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2.8. エラ ー メ ッ セ ー ジ (LUMB. COM) 


2.8. LUMB.COM 
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"LUMB.COM : UMB が 不足 し て いる た め . メイ ン メ モリ に コマ ンド を ロー ド し まし 
7 だ な 

対象 の TSR の サイ ズ が 大 きす ぎ て UMB エ リア に ロー ド で きま せん で し た . 

"/M" ツ オプ ショ ン が 付加 され て いま す の で メイ ン メ モリ に ロー ド し まし た . 


LUMB.COM : 拡張 メモ リマ ネー ジャ が 見 つか り ま せん . 
VMM386.SYS を イン スト ー ル し て くだ さい . 


LUMB.COM : 拡張 ファ ンク ショ ン が サポ ー ト され て いま せん . … 
UMB エ リア に ロー ド す る だ た め の 拡 張 フ ァ ン クシ ョ ン が 使用 で きま せん . 
VMM386. SYS の 動作 が 異常 と 思わ れ ま す . 


” LUMB.COM : 拡張 ウィ ンド ウ が あり ませ ん . 
UMB エ リア が 確保 され て いま せん . 
CONFIG. SYS の VMM386.SYS の デバ イス 行 に "/U" オ ブシ ョ ン を 付加 し て くだ さい . 


"LUMB.COM : 拡張 ウィ ンド ウ に 割当 て る ペー ジ が あり ませ ん . 
UMB エ リア が 確保 され て いま せん . : 
CONFIG. SYS の VMM386. SYS の デバ イス 行 に "/U" オ プシ ョ ン を 付加 し て くだ さい . 


"LUMB.COM : 拡張 メモ リマ ネー ジャ が 異常 で す . 
VMM386.SYS の 動作 が 異常 と 思わ れ ま す . 
リセ ッ ト し て 再起 動 し て くだ さい . 


′ LUMB.COM : プロ グラ ム が 見 つか り ま せん . 
対象 と な る 指定 され だ た TSR が 見 つか り ま せん . 


"LUMB.COM : プロ グラ ム が 大 き 過 ぎ ま す . 

対象 の TSR の プロ グラ ムサイ ズ が 空き UMB エ リア より 大 きい た め UMB エ リア に ロー 
ド で きま せん . 

メイ シメ モリ ベロ ロー ド し で くだ さい . 


” LUMB.COM : パラ メー タ の 指定 が 違い ます . 
指定 し た パラ メー タ に 間違い が あり ます . 
指定 し た パラメータ を 確認 し て くだ さい . 


2.8. エエ ラー メッセー ジ (LUMB. COM) 


” LUMB.COM : ファ イル へ の アク セス が 拒否 され まし た . " 
指定 し た TSR が 正常 に 読み 込め かま せん で し た だ . 
指定 し た TSR を 確認 し て くだ さい . 
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2.9. エラ ー メ ッ セ ー ジ (BEX. COM) 


2.9. BEX. COM 


BEX.COM : パラ メー タ の 指定 が 間違っ て いま す . 
オブ ショ ン バ ラ メー る タ 指 定 に 誤り が あり ます . 
オブ ショ ン バ パラ メー タ の 指定 を 確認 し て くだ さい . 


~ BEX.COM : メモ リ が 足り ませ ん . 

"/A" オ プション 使用 時 : UMB エリ ア が 不足 し て いま す . これ 以上 バッ ファ 領域 
を 拡張 する こと は で きま せん . 

"/S" オプ ショ ン 使 用 時 : メイ ン メ モリ が 不足 し て いま す . これ 以上 バッ ファ 領 
域 を 置き 換え る こと は で きま せん . 


"BEX.COM : メモ リマ ネー ジャ が 見 つか り ま せん . " 
VMM386.SYS を イン スト ー ル し て くだ さい . 


~ BEX.COM : 拡張 ファ ンク ショ ン が 使用 で きま せん . " 

メモ リマ ネー ジャ が VMM386.SYS 以 外 の メモ リマ ネー ジャ を 使用 し て いる と 思わ 
れ ま す . まだ は , 旧 バ バージョ ン の VMM386.SYS を 使用 し て いる と 思わ れ ま す . 
MEMORY SERVER 内 の VMM386.SYS を お 使い くだ さい . 


"BEX.COM : MS-DOS Version 5.xx で は 拡張 バッ ファ の 解放 は で きま せん . 
MS-DOS5.0 で は , 拡張 バッ ファ 領域 の 開放 は で きま せん /. 
"/S" オ プシ ョ ン で メイ ン メ モリ 上 の バッ ファ 領域 と 置き 換え て くだ さい . 


2.10.、 エラ ー メ ッ ツ セ ー ジ (SPL.COM) 


2.10. SPL.COM 


” EMS ド ライ バ が 組み 込ま れ て いま せん . … 
EMS ド ライ バ を イン スト ー ル し て くだ さい . 


~ BMS が 組み 込ま れ て いま せん . 
BMS ド ライ バ を イン スト ー ル し て くだ さい . 


空き メモ リ が な い の で スプ ー ラ は 組み 込ま れ て いま せん . 
スプ ブー ラ に 使用 する メモ リ が あり ませ ん . 
メモ リ を 確保 し て くだ さい . 


~ PRINT.COM が 見 つか り ま せん . ‥ 
PRINT.COM を カレ ント ディ レク トリ また は , バス 指定 され て いる ディ レク トリ に お 
いて くだ さい . 


~ PRINT.EXE が 見 つか り ま せん . 


PRINT.EXE を カレ ント ディ レク トリ また は, バス 指定 され て いる ディ レク トリ に お 
UCS 大 感 \。 
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2.11. エラ ー メ ッ セ ー ジ (BNKDRV. SYS) 


2 
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BNKDRV. SYS 


" パンク メモ リマ ネー ジャ が 見 つか り ま せん . … 
バン ク メ モ リマ ネー ジャ ヤ が 組み 込ま れ て いま せん . 
バン ク メ モ リマ ネー ジャ を 組み 込ん で くだ さい . 


"空き バン ク が あり ませ ん . 
空い て いる バン ク メ モ リ が あり ませ ん . 
1 バン ク の 空き バン ク を 確保 し て くだ さい . 


「 **# ネ まま ネネ まま.***# の ファ イル が な いか . また は エラ ー が 起こ り ま し た . 


指定 され た バラ メー タフ ァイル が な いか が , また は エラ ー が 
発生 し まし た . 
バラ メー タフ ァイル を 確認 し て くだ さい . 


バン ク 組 み 込み に は 640KB 必 要 で す . ‥ 
メイ ン メ モリ の 容量 , メモ リス イツ チ を 確認 し て くだ さい . 


` パラ メー タ の 指定 方 法 が 間違っ て いま す . 
パラ メー タフ ァイル の 指定 方 法 に 誤り が あり ます . 
バン ク ド ラ イ バ の デバ イス 行 を 確認 し て くだ さい . 


2.12. エラ ー メ ッ セ ー ジ (OCOPY.COM) 


2.12. DCOPY.COM 


Dcopy リ ター ンコ ー ド 


し NNN 
| ーー | メデ イ 和 299 靖 基 き 、 
| 半生 隊 本 2 トコ 
ko 
8 知事 


サポ ー ト し て いな い メ ディ アタ イプ 
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3. 拡張 ROM 領 域 使用 アド レス 一 覧 
3. 拡張 ROM 領 域 使用 アテ ドレ ス 一 覧 


日 本 電気 帽 純正 拡張 ボー ド で の 拡張 ROM 領 域 を 使用 し て いる アド レス は 以下 の と お り で す . 
@ は 工場 出荷 設定 アド レス で す -. 

〇 は ハー ドウ ェ ア で 設定 変更 可能 アド レス で す -. 

※EMS の ベー ジフ レー ム を 設定 する 際 に これ ら の アド レス は さけ て くだ さい . 


* 


3.1. 640K バ イト フロ ッ ピ ィ デ ィ ス クイ ンタ フェ ー ス (PC-9801-08/09) 


08000 ーーーーーーー] 
D7000 Rd 
D6000 本 
05000 ビ ーー デー] 


ト oe 
選 
oe) 
ら 
oe】 


| 


トー 

ら う 

ら 

【o】 

の 】 
放 


ーー 
〇 の ーー 
の つ 
8 8 
つら の 
| 


3.2. SASI ハ ー ド ディ スク ドラ イブ イン タフ ェ ー ス (PC-9801-07/27) 


D8000 
D7000 
D6000 


N 


3.3. GPIB イン タフ ェ ー ス (PC-9801-06/19/29/29K/29N) 


D6000 
D5000 @ 
D4000 


3.4. サウ ンド イン タフ ェ ー ス (PC-9801-26/26K.U-03) 


CE000 
CD000 @ 
CCO00 
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930 


3.6. SCSI イ ンタ フェ ー ス (PC-9801-50) 


1M バ イト フロ ッ ピ ィ デ ィ ス クイ ンタ フェ ー ス (PC-9801-15) 


D8000 
D7000 
D6000 
D5000 
D4000 
D3000 
D2000 
D1000 
D0000 


DEE 


E0000 
DF000 
DE000 
DDO00 【 ぐ ) 
DC000 
DB000 
DA000 
D9000 
D8000 
D7000 
D6000 
D5000 
D4000 
D3000 
D2000 
D1000 
D0000 


3. 拡張 ROM 領 域 使用 アド レス 一 覧 
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3. 拡張 ROM 領 域 使 用 アド レス 一 覧 


3.7. 拡張 RS-232C イ ンタ フェ ー ス (PC-9861/K) 


E0000 
DC000 
D8000 
D4000 
D0000 
CC000 
C8000 
C4000 
CO0000 


OIOIOIOI@ IOIOIO 


3.8. ネッ トワ ー ク 用 ROM(PC-9864-02/03) 
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3.10. 


3.11. 


3.13. 


3. 拡張 ROM 領 域 使用 アド レス 一 覧 


B4670I イ ンタ フェ ー ス (PC-9864L) 


D4000 
D3000 
D2000 
D1000 
DO000 


Ln 


B4670 イ ンタ フェ ー ス (PC-9864L-01) 


CA000 
C8000 


. B4680 イ ンタ フェ ー ス (PC-98XL*-04) 


C4000 
C9000 ( ぐ 】 
C8000 


内 蔵 ハ ー ド ディ スク (PC-9801BX,. BA・PC-9821Ce. Ae. As, Ap ) 


時 02 に 本 DU 
DA000| O+ 
D8000 


*1 : 内 蔵 ハ ー ド ディ スク ウィ ンド ウ 部 分 (8Kbyte) 
*2: 内 蔵 ハ ー ド ディ スク BIOS 部 分 (8Kbyte) 
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3. 拡張 ROM 領 域 使用 アド レス 一 覧 


3.14. 高速 回 線 ア ダブ タ (PC-9801-59) 


CC000 
CB000 @⑥ 
CA000 


3.15. 通信 制御 アダ プ タ (PC-9866L) 


CC000 
CB000 @ 
CA000 


3.16. 98note 内 蔵 ハ ー ド ディ スク (PC-9801NS. NS/E., NS/T. NS/L. NS/R, NC, NA ) 


RAM ド ライ ブ C(PC-9801UR, N. NS. NV. NS/E., NC, NS/T, NL, NS/L, NA, NS/R ) 


DC000 


D8000 


*1 :RAM ド ライ ブ ( 内 蔵 ハ ー ド ディ スク ) ウ ィ ン ド ウ 部 分 (8Kbyte) 
*2:RAM ド ライ ブ ( 内 蔵 ハ ー ド ディ スク )BI0S 部 分 (8Kbyte) 


3.17. RAM フ ァイル (PC-9801X/S/A) 
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DCO00 


D8000 


*1 :RAM フ ァイル ウィ ンド ウ 部 分 (8Kbyte) 
*2:RAM フ ァイル BIO0S 部 分 (8Kbyte) 


4. サ ウン ド BI0S ROM 切 り 離 し 方 法 


4. サ ウン ド BIOS ROM の 切り 離し 方 法 


4.1. PC-9801UV11 
サウ ンド BI0S ROM を 切り 離す こと は で きま せん . 


4.2. PC-9801UV2/21 


4.3. PC-9801CV21 


ジャ ヤン パス イッ チ を 図 の よう に 設定 する 
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4. サ ウン ド BI0S ROM 切 り 離 し 方 法 


4.4. PC-9801UX21/41 


NN 
ジャ ヤン バス イッ チ を 図 の よう に 設定 する 


4.5. PC-9801EX2/4 


⑦① 本 体 の 電源 ケー ブル を 抜き , カバ ー を は ず し ます 
@②@ 下 図 の ジャ ヤン バ パス イッ チ (SW3) を 変更 し ます 


GE2: ポー ド 
SW3 


ジャ シン が を) 二 9 し 。 1 デー 
2 間 に 挿 入 し ます . 5 
1 2 1 沼 
③ ジ ャ ヤン バス イッ チ の 変更 が 終了 し た ら 本 体 カ バー を 取り 付け , 
ビ SMEOK じ で くだ 窓 
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4. サ ウン ド BI0S ROM 切 り 苑 し 方 法 


4.6. PC-9801UF. UR,. US. CS. DX. DS. DA. FX, FS. FA, BX, BA・PC-9821. Ce, Ae. As. Ap 


①[HELP] を 押し な が ら , 電源 オン また は , リセ ッ ト ボ タン を 押し ます . 
テバ ベ セ ッ ツ ド アッ ジス メニ ミュ エー が 起動 じ ま す : 


②[ROLL UP][ROLL DOWN] で あ 55E レ セ リ 25DISPzS7y 2 を 選択 し ます . 


③[ー][ 一 ] で 回 晴 叉 EVOSY の 0 有 弁 罰 剛 を 選択 し , [ 1 ][ ) ] で 承 腸 又 胃 ま に 設定 し ます . 


⑨⑳[ESC] を 押し ます . 


4.7. PC-286U. US. UX 


パソ コン 本 体 前 面 の デイ ッ プ スイ ッ チ SW3-5 を ON に し ます . 


4.8. PC-386M 


①【CTRL]+[GRPH] キ ー を 押し な が ら 電 源 オ ン ま た は , リセ ッ ト ボ タン を 押し ます . 
環境 設定 メニ ュー が 起動 し ます . 


②[ 1 ][ ) ] で 二 5 馬上 析 的 屋 誠 SeW の 時 特 を 選択 し , 回 を 押し ます . 


③[ 1 ][!] で 細 還 吊 に カー ソル を 合わ せ , [SPACE] を 押し , SW3-5 を "ON" に 設定 し ます . 


⑨⑳[ESC] を 押し ます . 


[ 1 ][ ! ] で 回 還 2 松 を 選択 し , 回 を 押し ます . 
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4. サ ウン ド BI0S ROM 切 り 離 し 方 法 


4.9. PC-386P. PC-486GF 


①[HELP] キ ー ま た は , [CTRL]+[GRPH] キ ー を 押し な が ら 電 源 オ ン ま た は , リセ ッ ト ボ タ 
ン を 押し ます . 


@ 環 境 設定 メニ ュー が 起動 し ます . 


蓄 負 誠 民 を [1 ][! ] キ ー で 選択 し , 回 を 押し ます . 


5 長 


⑨④SW3-1 を スペ ー ス キー で ON に 変更 し , 回 を 押し ます . 


蘭 記 ね を [1 ][!] で 選択 し , 回 を 押し ます . 


4.10. PC-386GE, GS・PC-486GR. GR+, GR Super 


①[HELP] キ ー ま だ た は, [CTRL]+[GRPH] キ ー を 押し な が ら 電 源 オ ン ま た だ た は, リセ ッ ト ボ ポタ 
ン を 押し ます . 


@ 環 境 設定 メニ ュー が 起動 し ます . 


@』 デ イィ ッ プ スイ ッ チ の 設定 ! き 避 E 較 ソフ トディ ツブ プス イッ ツチ の 設定 誠 通 画 部 I 暴 避 EESke 
選択 し , 回 を 押し ます . 


要 守 負 害 表 2 務 馬 を [1 ][!) ] キー で 選択 し , 回 を 押し ます . 


⑤SW3-1 を スペ ー ス キー で ON に 変更 し , 回 を 押し ます . 


盟 を [ 1 ][ ! ] で 選択 し , 回 を 押し ます . 
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5. 用語 解説 ( 


プロ テク トメ モリ 
100000h 以 上 の メモ リ を 指し ます . 
180286, 1386SX/DX, 1486SX/DX の CPU で 使用 で きま す . 


@EMS メ モリ 
EMS ド ライ バ (EMM) に よっ て 提供 され る メモ リ を 指し ます . 


@XMS メ モリ 
XMS ド ライ バ (XMM) に よっ て 提供 され る メモ リ (UMB,HMA, EMB) を 指し ます . 


@ 1・0 バ ンク 方 式 
株 式 会 社 ア イ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 が 提唱 する 拡張 メモ リ 方 式 を 指し ます . 
80000h ン 9FFFFh の 128K バ イト を 切り 替え る こと に より 最大 32M バ イト の メモ リ が アク セ 
ス で きま す . 


@|・0 バ ンク メモ リ 
I・0 バ ンク 方 式 に よっ て 提供 され る メモ リ を 指し ます . 


@BMS (|I・O Bank Memory Specification) 
株 式 会 社 ア イ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 が 策定 し た I・0 バ ンク メモ リ を アブ プリ ケー ショ ン で 使用 
する ため の ソフ トウ ェ ア 仕 様 で す . 


念 BMS メ モリ 
BMS ド ライ バ (BMM) に よっ つて 提供 され る メモ リ を 指し ます . 


@LIM EMS (Lotus Intel Microsoft Expanded Memory Specification) 
米国 Lotus, Inte1,Microsoft が 策定 し た 180x86 に お ける 拡張 メモ リ を アブ リケーション 
で 利用 する た め の ソ フト ウェ ア 仕 様 で す . 拡張 ROMA エリ ア に 設け た 64K バ イト の メモ リウ 
ィ ン ド ウ ( ベ ー ジ フレ ー ム ) を 介し て 最大 32M バ イト の 拡張 メモ リ を アク セス し ます . 


@XMS (eXtended Memory Specification) 
米国 Lotus, Inte1,Microsoft,AST Research が 策定 し た 180286 以 上 の CPU に お ける 100000h 
と の メモ リ に 対す る 拡張 メモ リ の ソフ トウ ェ ア 仕 様 で す . 
UMB, HMA, EMB か ら 構 成 さ れ て いま す . 
MS-DO0S5.0 で は この 機能 を 利用 し て DO0S5 の シス テム の 一 部 を HMA に , デバ イス ドラ イ バ , 
TSR を UMB に それ ぞ れ ロー ド し , ヌメ イン メモ リ の フリ ー エ リア を 増やし て いま す . 
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5. 用語 解説 


氏 HMA (High Memory Area) 
100000h が か ら の 64K バ イト -16 バ イト の エリ ア を 指し ます . A20 ラ イン の 制御 に より リア ル 
モー ド か が か ら 直 接 ア クセ ス で きま す . 


人 @EMB (Extended Memory Blocks ) 
HMA 以 降 の プロ テク トモ ー ド の メモ リ を 指し ます . 
主 に デー タ エ リ ア と し て 使用 され ます . 
XMS 対 応 の RAM デ ィ ス ク や ディ スク キャ ッシュ は この メモ リ 空 間 を 使用 し ます . 
EMM4J. SYS では, "/P" オ ブ プション で EMB の サイ ズ を 指定 し ます . 
VMM386. SYS で は 特に オプション は 必要 あり ませ ん . 


人 UMB (Upper Memory Blocks) 
リア ルモード で アク セス で きる 640K バ イト て 1M バ イト の 範囲 の エリ ア を 指し ます . 
この エリ ア を 利用 し て , デバ イス ドラ イ バ や TSR を ロー ド し た り , DOS バ ッ フ ァ 領 域 を 拡 
張 し た り し て メイ ン メ モリ の フリ ー エ リア を 増やし ます . 


但 VCPI (Virtual Control Program Interface ) 
仮想 86 モ ー ド を 利用 し た EMS と D0S5 エ クス テン ダ ア プリ ケー ショ ン が 使用 する プロ テク ト 
メモ リ の 競合 を 回 避 す る た め に 生ま れ た メモ リ 管 理 規約 で す . 
1386SX 以 上 の CPU を 搭載 し た 機種 で の み 使 用 で きま す . 


但 DPMI (DOS Protected Mode Interface) 
VCPI を さら に 進化 させ , マル チタ スク 環境 な ど を 考慮 に 入れ , 策定 され た メモ リ 管 理 規 
約 で す . 
Windows の 386 エ ン ハ ンス ドモ ー ド の D0S プ ロン ブ ト な ど で も 提供 され て いま す . 
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6. バ ッ キ ング リス ト 


98NT. SYS 
ADDIN. EXE 
ADDIN. SUP 
BEX.COM 
BMS. SYS 
BNKDRV. SYS 
BSET. EXE 

CDSASI16.BIN 
CDSASI32.BIN 
CDSCSI16.BIN 
CDSCSI32.BIN 
CDSTAT.EXE 


PIO0-98NT 補 助 ド ライ バ 
イン スト ー ル 補助 プロ グラ ム 

i ス クリ ブ ト #(MAOIX) 

DOS バ ッ フ ァ 領 域 用 UMB ロ ー ダ ー 

バン ク メ モ リマ ネー ジャ (BMS ド ライ バ ) 
バシ ク ドラ イ パ 

メモ リボ ポー ド 設 定 ユ ー テ ィ リ ティ 
CARD ド ライ ブ 設 定 フ ァイル 

CARD ド ライ ブ 設 定 フ ァイル #2 

CARD ド ライ ブ 設 定 フ ァイル #3 
CARD ド ライ ブ 設 定 フ ァイル #4 
CARD ド ライ ブス テー タス 表示 


CMCOPY.COM 日 付 / 時 刻 比較 コピ ー コ マン ド 
CTRL.EXE CON デ バイ スモ ー ド 切り 替え 
DCOPY.COM 高速 デイ スク コピ ー 
DRVUTY.COM ドラ イブ 接続 状況 表示 


1IOIOIOIOIOIOII 


DC10.EXE 
EMM4J. SYS 
EMM4JN. SYS 
EMM4JE. SYS 
FORMATCD. EXE 
INST.EXE 
I0S10. EXE 
I0S10R.EXE 
IO0SPRO. SUP 
IO0SDMY. SYS 
LLOGO. _LO 
LUMB. SYS 
LUMB.COM 
MAOIX. EXE 
MEMOFF. SYS 
MEX. COM 
MSTAT. EXE 
PROINST. EXE 


ディ スク キャ ヤッ シュ ドラ イ バ 
PC34 系 専用 EMS ド ライ バ 

98NT 系 専用 EMS ド ライ バ 

NTB 系 専用 EMS ド ライ バ 

CARD ド ライ ブ 設 定 プ ログ ラム 
MEMORY SERVER イ ンス トー ラ 
汎用 RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ 

FD 互 換 RAM デ ィ ス ク ド ラ イ バ 

ij スク リプ ト ##2(MAOIX) 

ダミ ー ド ライ ドライバ 

ソフ トキ ッ カ ー 用 ロゴ ファ イル 
デバ イス ドラ イ バ 用 UMB ロ ー ダ ー 
TSR 用 UMB ロ ー ダ ー 

MAOIX 本 体 

ハイ レゾ モー ド 補 助 ド ライ バ 
ハイ レゾ モー ド 和 補助 コマ ンド 
メモ リス テー タス 表示 

MEMORY SERVER セッ ト ア ッ プ メニ ュー 


oolololololol, ol, olololi | 
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6. バ パッキン グリ スト 


RAMINF.COM 


RAM デ ィ ス ク 補 助 ツ ー ル 


README. DOC 


補足 説明 ファ イル 


RSETUP. EXE 


SPL. COM 


TITLE.COM 


TITLE.DAT 


TYPEM. COM 


PC34R 設 定 プ ログ ラム 
RSETUP 用 デー タフ ァイル 


PC34R ス テー タス 表示 
CARD ド ライ ブ 設 定 ブ ログ ラム 


MEMORY SERVER セッ ト ア ッ プ メニ ュー 補助 人 A# 
MEMORY SERVER セッ ト ア ッ ブ メニ ュー 補助 7 ヵ # 
クジ き ma 


MEMORY SERVER セッ ト ア ッ プ メニ ュー 補助 才 作 A#2 


MEMORY SERVER セッ ト ア ッ プ メニ ュー 補助 カ 禄 #2 
人 滞 ラス データ 表示 
98NT 系 メモ リ チ ェ エック 


Sa 4 ジン ク 
NTB 系 メモ リ チ エ ッ ク 


テキ スト タイ プ コ マン ド 


VMM386. SYS 


仮想 メモ リマ ネー ジャ 


VMM386. VXD 


VMM386.SYS Windows 用 VxD モ ジュ ー ル 


LM: au 
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